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平成 23 年度～平成 27 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名   自治医科大学     ２ 大学名   自治医科大学   

 

３ 研究組織名   自治医科大学サーカディアン医学研究拠点   

 

４ プロジェクト所在地   栃木県下野市薬師寺３３１１－１   

 

５ 研究プロジェクト名   サーカディアンメディシンの基礎臨床連携研究拠点   

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究   

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

矢田 俊彦 生理学講座統合生理学部門 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  ９ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

矢田俊彦 
医学部・教

授 

摂食・代謝・血圧の概日リズ

ム 

摂食・代謝・血圧リズム

形成と変調の機構 

屋代隆 
医学部・教

授 

下垂体機能（ホルモン分泌）

と概日リズム 

下垂体ホルモン分泌リ

ズム形成機構の解明 

尾仲達史 
医学部・教

授 
ストレス応答と概日リズム 

ストレス応答からみた概

日リズム障害の解明 

藤村昭夫 
医学部・教

授 
末梢時計遺伝子の制御機構 

分子機構に立脚した時

間治療の確立 

石橋俊 
医学部・教

授 

肥満、脂質異常症と概日リズ

ム 

脂肪酸の新規機能と診

断マーカーとしての検討 

遠藤仁司 
医学部・教

授 

ミトコンドリア機能と概日リズ

ム 

概日リズムにおけるミト

コンドリア機能発現調節 

苅尾七臣 
医学部・教

授 

血圧・循環器疾患と概日リズ

ム 

サーカディアン循環器学

の構築 

山形崇倫 
医学部・教

授 

こどもの心身発達障害と概

日リズム 

自閉症、不登校児の概

日リズム障害解明と治

療開発 

阿部隆明 
医学部・教

授 

気分障害、小児精神疾患と

概日リズム 

概日リズム障害からみ

たうつ病の診断法 

（共同研究機関等） 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

生体機能には、24時間を 1周期とする概日（サーカディアン）リズムが備わっている。これまで

自治医科大学では、血圧の日内変動の障害と循環器疾患に関する先駆的研究をはじめ、概

日リズムの破綻と各種病態生理に関する多くの先進的な研究が行われており、国内外から

高い評価を得ている。さらに概日リズムと密接に関連する摂食、ストレスの研究で優れた成

果を挙げている。そこで本研究では、これまで得られた知見を発展させ、外的要因を厳密にコ

ントロールできる動物飼育室を設置して生体機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機

構を解明し、さらに、リズム障害の観点から疾患の成因・診断法を確立し、適正な治療法（時

間治療）を開発することを目的とする。以上の研究を推進することにより、サーカディアンメデ

ィシンの世界的な基礎臨床連携研究拠点形成を目指す。 

 本学リニューアル跡地に概日リズム研究に最適の機能をもつ動物飼育室を作成する。ここ

で動物を飼育し、厳密にコントロールされた条件下で特定の外的要因（偏食・明暗サイクル変

動・ストレスなど）を与えて、動物の生理機能と遺伝子発現が如何に変化するかを明らかにす

る。さらにヒトにおいて、サーカディアンリズム障害と循環器・代謝・精神神経疾患の関連を解

析し、リズム障害から観た疾患成因および診断マーカーを探索する。研究は３つのテーマ、

(1)中枢機能（摂食・代謝・睡眠・精神神経・下垂体ホルモン分泌）のサーカディアンリズム発

現と外的要因による修飾機構の解明、(2)末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確

立、(3)リズム障害から観た循環器・代謝・精神神経疾患の成因の解明と診断法の確立につ

いて、参加研究者の分担と協力により研究を推進する。なお実験医学センターなどの本学既

存施設の協力を得て研究を行う。 

（２）研究組織 

1. 研究代表者の役割 

サーカディアンリズム解析動物飼育室設置の主導と管理・運営。参加研究チーム間の

協力・分担・連携の統括。 

2. 各研究者の役割分担 

それぞれの専門性の上にサーカディアンメディシンの視点を据えた研究を実施し、成果

を挙げ、さらに基礎－臨床連携の視点から発展させることをめざした。 

3. 研究プロジェクトに参加する研究者の人数 

合計 39 名の研究者が参画した。 

4. 大学院生・ＰＤ及びＲＡの人数・活用状況 

これまで大学院生 10 名、ＰＤ7 名、ＲＡ11 名の延べ 28 名が本研究プロジェクトに参加し

た。 

5. 研究チーム間の連携状況 
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幾つかの研究グループでは、サーカディアンメディシンに関する共同研究、基礎～臨床

トランスレーショナル研究を実施した。 

6. 研究支援体制 

学長、副学長の支援を受け、実験医学センター、研究支援課、大学リニューアル推進

室、研究代表者・参加者が協力し全学一致した体制で当該研究事業を推進した。 

7. 共同研究機関等との連携状況 

北海道大学、山口大学、京都大学、金沢大学からサーカディアンリズムの国際的研究

者を招き特別講演を行い、その後も技術支援とアドバイスを受け一部の大学とは共同研

究を行った。慶應大学から研究者を招きサーカディアンメディシンセミナーを行っ

た。 

（３）研究施設・設備等 

平成２３年度には、マウス・ラットの生体機能（行動・摂食・飲水）の 24 時間連続測定および臓

器・細胞機能と遺伝子発現を測定する装置を購入し、正常の概日リズム発現機構の研究、な

らびに、ヒトの循環器・代謝・精神神経疾患と概日リズム障害の関連に関する臨床・基礎研究

を行った。平成２４年度に、本学リニューアル跡地に動物飼育室を設置し、厳密に制御された

条件下で特定の外的要因を負荷して概日リズム機能を観察できるようにし、前年度購入の解

析装置の一部を連結させ、サーカディアンリズム解析動物飼育・実験室を構築した。平成２５

～２７年度には本サーカディアン実験室を用いて、生活習慣病の要因である偏食・明暗サイ

クル変動・ストレスなどにより誘発される各種生理機能と遺伝子発現の概日リズム障害を解

析した。また、臨床研究により、概日リズム障害の観点からヒト循環器・代謝・精神神経疾患

の成因と診断マーカーを探索し、見いだされた候補分子の機能解析を、本サーカディアン実

験室を用いた動物実験で進めた。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
研究プロジェクトの計画や目的・意義と関連づけて、当初の目標をどれだけ達成したか記述するとともに、新た

に得られた知見などについても具体的に記述してください。 

＜目標の達成＞ 

1. サーカディアンリズム解析動物飼育室を設置し、測定機器を配備し、外的要因を厳密に

コントロールできる精度の高い概日リズム研究施設を整備した。 

2. 2013 年 6 月 28 日に公開シンポジウムを実施し、参加研究グループの成果を発表すると

共に、当該領域を代表する研究者(北海道大学時間医学講座 本間さと教授、山口大学

時間学研究所 明石真教授)を招き特別講演を行い、研究交流を深めた。 

3. 2015 年 6 月 8 日に公開シンポジウムを実施し、参加研究グループの成果を発表すると

共に、当該領域を代表する研究者(京都大学大学院薬学研究科医薬創成情報科学講座

システムバイオロジー分野 岡村均教授、金沢大学医薬保健研究域医学系・分子神経

科学・統合生理学分野 櫻井武教授)を招き特別講演行い、研究交流を深めた。 

4. 参加研究チームはそれぞれの専門性の上にサーカディアンメディシンの視点を据えた研

究を展開し、着実に研究成果を挙げ、合計 261 報の英文原著論文発表し、202 報の学会

発表、13 の特許申請をしており、目標を達成した。 

5. 肥満、糖尿病、摂食障害、高血圧、発達障害におけるサーカディアンリズム異常を明ら

かにし、また、基礎～臨床トランスレーショナル研究を進め、それらのうちいくつかはすで

に臨床試験の準備段階にあり、臨床応用・社会還元の点で成果を挙げており、今後さら

なる成果が期待される。 

 

＜特筆すべき知見・成果＞ 

1. マウス/ラットの実験で、摂食概日リズムを創出する中枢神経回路（Nesfatin-Oxytocin
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系）を発見し、その上流制御因子を解明し、それらの異常による肥満・メタボリックシンド

ロームの発症、さらには Nesfatin-Oxytocin 系への介入による肥満病態改善を明らかに

した。また、摂食概日リズム形成に関わる食事/代謝因子、胃腸膵ホルモン、迷走神経求

心路の機能と役割を明らかにし、さらに、これらを標的としたリズム障害・肥満・メタボリッ

クシンドロームの改善を示した。これらの成果を論文発表、特許出願した。これを基に、

複数の臨床試験を準備中であり、本研究によりヒトの治療応用に向けた基盤を得た。 

2. 末梢時計障害と２型糖尿病との関連に関して、分子機序を明らかにしたのみならず、治

療法も見出すことができた。現在、ヒトにおいても同様の関連を認めるか否かについて検

討中であり、臨床応用に向け研究を進めている。末梢時計に作用する治療薬に関しては

複数の薬を見出すことができ、さらに、末梢時計への作用はそれぞれの薬で異なってお

り、これらの成果は末梢時計治療薬の開発につながるものと期待される。さらに、本研究

により「薬の体内時計への影響を考慮した時間治療」という新たな治療法の概念を打ち

立てることができた。 

3. 概日リズムが報告されているエストロゲンおよび PGC-1αと PHB2 の関連性を明らかに

し、脂肪組織における末梢時計の存在を強く示唆した。さらにミトコンドリアタンパク質

PHB2 を骨格筋特異的に欠失させると、骨格筋においてミトコンドリア機能障害を生じ、

FGF21の遺伝子発現が誘導され、血清 FGF21が増加することを明らかにした。全身性の

FGF21 の増加が、脂肪燃焼の亢進や概日リズムの亢進に影響を与えることが示された。

この知見から、ミトコンドリア機能低下を伴うサルコペニアの患者において、血清 FGF21

の増加によって概日リズムが変動する可能性が示唆された。 

4. 新規家庭血圧計を用いた多施設レジストリー研究 (J-HOP)研究により、起床後、就寝前

の家庭血圧測定と臓器障害との関連をみたところ、両者とも同様に臓器障害との関連が

あるが、より起床後の血圧レベルとの関係が強いことが示唆された。また、予後との関連

を検討したところ、冠動脈イベントには血圧レベルは無関係であったが、脳卒中イベント

に関しては血圧レベルと直線上の関連があり、特に起床後の血圧レベルと関連を認め

た。これらの結果よりサーカディアンリズム障害である、起床時の著名な血圧上昇（モー

ニングサージ）を抑制することが重要であることが示された。 

5. 自閉性障害(ASD)患者で、染色体微細構造異常(CNV)と候補遺伝子変異解析を行った。

入眠困難、夜間の興奮等を来す兄弟例でモノアミンオキシダーゼ (MAO)A/B の欠失、ま

た、睡眠障害を持つ患者でシナプス足場蛋白 LIN7A 欠失、LIN7B 変異を検出した。日本

人 ASD 患者で、睡眠障害を示す患者で、概日リズム関連遺伝子について網羅的に変異

の有無を解析し、TIMELESS 変異を検出し、その睡眠相後退の臨床像を明らかにし、マ

ウスで TIMELESS 蛋白の発達期の役割（大脳皮質の神経細胞の移動）を明らかにした。 

 

＜優れた成果があがった点＞ 

 矢田グループは、サーカディアン（概日）リズムは生体固有の振動であり、光と食事摂取に

追従してリズムがシフトする（同調）が、その食事摂取自体に日内リズムがあり、摂食概日リ

ズムと呼ばれ、これが広範な生体概日リズム形成に関わっている。本研究の目的は、摂食概

日リズムを創出する中枢神経回路、その上流制御系/調節因子、それらの異常と肥満・リズ

ム障害の関連、食事/代謝と概日リズムの連関を仲介する胃腸膵ホルモンおよび迷走神経

求心路の機能を明らかにし、さらに、これらを標的としたリズム障害・代謝障害への介入を行

うことであるが、これらに関して以下の新知見を得た。 

①室傍核神経ペプチド Nesfatin-1-Oxytocin による摂食概日リズム形成：ラットにおいて、室

傍核 Nesfatin-1 が概日リズムを示し、これが摂食概日リズムを形成する（*A37､ *その他 5）

。これらを繋ぐ仲介経路として、室傍核で Nesfatin-1 は Oxytocin の概日リズムを創出し

(Nakata M, Endocrinology, in press)、室傍核 Oxytocin ニューロンは弓状核 POMC ニューロンに
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投射し活性化する（*A19）。②Nesfatin-1-Oxytocin の上流制御系：室傍核 Nesfatin-1 ニュー

ロンは、食事/代謝因子のレプチン（*A15）、グルコース、インスリン（*A42）により活性化（*そ

の他 3､ *その他 4）され、また食事応答一次中枢である 弓状核の神経伝達物質 NPY と

POMC により相反性制御（*A17）をうける。また光関連では、視神経-中枢時計 SCN 回路の

神経物質 PACAP の制御（*A31）をうける。室傍核 Oxytocin ニューロンへのシナプス入力も、

食事/代謝に依存した制御（*A4） をうける。③肥満モデルの Zucker-fatty ラットでは

Nesfatin-1 リズムが消失し、明期過食を特徴とする摂食リズム障害を呈し、Nesfatin-1 の補

充で一部回復（*A37）する。同様の現象が、高脂肪食負荷肥満マウスのOxytocinリズムにお

いても観察される。④Oxytocin 末梢投与は求心性迷走神経を活性化し、脳にシグナル伝達

し、摂食を抑制することを発見した（*A14）。末梢投与 Oxytocin は、肥満動物の過食・内臓肥

満・メタボリックシンドロームを改善する（*A44､*その他 1、*その他 2）。Oxytocin によるリズム

障害、肥満、さらには自閉症の治療に有効な投与経路の検討のため、ヒトで用いられる点鼻

投与と動物実験成績が集積している腹腔内投与をマウスで比較検討し、両投与ルートが同

様に摂食を抑制（*A13）することを見出した。Nesfatin-1 と BDNF（*A29､*その他 9）は共通の

神経経路を活性化して肥満を改善する。⑤食後分泌される腸ホルモンGLP-1のインスリン分

泌促進作用の新規機序（、*A18、*A21）、摂食抑制作用の新規標的神経を同定（*A20）し

た。腸ホルモン PYY・PP（*A38）および膵ホルモン インスリン（*A32）・グルカゴン（*A16）は求

心性迷走神経活性化を介して脳に情報伝達する。さらに、インスリンの求心性迷走神経活性

化作用は、過食・肥満防止効果（*A32､*その他6、*その他7、*その他8）を持ち、その作用は

インスリン抵抗性動物で減弱し、その作用は 食欲亢進性胃ホルモングレリンにより拮抗

（*A10）される。空腹時の低血糖の感知と食欲創出に、弓状核神経の Na+K+-ATPase が重要

な役割を担う（*A9､*その他10､*その他11）。⑥希少糖、玄米成分（*A8）、IL-10（*A3）投与に

よる摂食リズム障害（明期過食）の是正、肥満改善を明らかにした。 

 

屋代グループは、下垂体濾胞星状細胞（FS細胞）の活動に見られる日内リズムの分子メカ

ニズムを明らかにすることを目指した。下垂体前葉の性腺刺激ホルモン放出ホルモン

（GnRH）ニューロンは正中隆起毛細血管にGnRHを放出し、下垂体前葉の LH/FSH放出を促

進する。最近、この下垂体門脈系を介した制御系に加え、下垂体隆起部―前葉移行部―前

葉内での濾胞星状細胞（FS細胞）間ネットワークによる情報伝達系がLH/FSHの放出促進作

用を持っている可能性が見いだされた。我々は共同研究者の Hattori らとともに、GnRH 刺激

によりラット前葉移行部の FS 細胞で一過性の細胞内 Ca2+濃度の上昇がみられることを観察

し、さらにこの GnRH 応答性は午前に採取した試料で観察されたが、午後に採取した試料で

はみられなかった。しかし、その制御機構及び分子メカニズムは全く分かっていなかった。 

まず、GnRH 神経および FS 細胞の出現時期を免疫組織化学および電子顕微鏡により明らか

にした。正中隆起において FS 細胞は生後 30 日から出現し、同時期に GnRH 神経の投射が

観察された。これらのことから、「GnRH 神経―FS 細胞」軸は生後 30 日あたりに形成されると

考えられた（＊B9）。次に、日内リズムにおける FS 細胞の GnRH 応答性の分子メカニズムの

解析を行った。まず、午前と午後で前葉移行部を採取し、発現している遺伝子を DNA マイク

ロアレイ解析で比較した。その結果、午後で増加する 30 遺伝子、減少する 28 遺伝子を同定

した。次に、FS 細胞で特異的にGFP を発現する S100b-GFP トランスジェニックラットを用いて

単離した下垂体前葉細胞をセルソーターによりGFP陽性細胞（FS細胞）と陰性細胞（FS細胞

以外の細胞）に分取し、DNA マイクロアレイ解析で FS 細胞特異的に発現する遺伝子を明ら

かにした。この発現遺伝子プロファイルを用いて、午前と午後で発現が変動する遺伝子群を

12遺伝子に絞り込んだ。そして、これらの遺伝子が前葉移行部のFS細胞で発現していること

を in situ hybridization により明らかにした。 

尾仲グループは、神経内分泌系のストレス反応における生体の概日リズムを検討すること
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が本研究の目的であった。この目的で、神経内分泌系を構成する視床下部の神経ペプチド

作動性ニューロンに焦点を合わせ、この神経ペプチド作動性ニューロンに対する入力系を明

らかにし、神経ペプチド作動性ニューロンによる行動とストレス反応の概日リズム制御を明ら

かにすることを目指した。まず、視床下部のオキシトシン産生ニューロンに発現している受容

体を検討した。その結果、オキシトシン産生ニューロンは これまで明らかになっているカテコ

ラミン受容体のみならず、プロラクチン放出ペプチド（PrRP）受容体、RFRP（RF アミドペプチド

関連ペプチド）受容体を発現していた。さらに、PrRP、RFRP受容体アゴニスト、グルタミン酸

受容体アゴニストの投与によりオキシトシン産生ニューロンが活性化され、オキシトシン放出

が増加することを見出した（*C3、 *C15、*C21）。 

オキシトシン産生ニューロンに入力する神経回路に関し、PrRP を共存させている延髄から視

床下部への PrRP/ノルアドレナリン線維の上行性投射が、ストレス負荷時のオキシトシン産

生ニューロンの活性化と摂食時の活性化を担うことを見出した（*C8、*C15）。さらに、こ の投

射の上流に内側扁桃体があること、この内側扁桃体-延髄PrRP/ノルアドレナリン作動性ニュ

ーロン回路が恐怖反応の時に活性化されオキシトシン産生ニューロンを活性化させているこ

とを見出した（*C8）。この延髄 PrRP・PrRP 受容体系は概日リズムを形成している可能性が

考えられた（後述参照）。 

オキシトシン産生ニューロンに対する生理的な刺激因子としては、摂食（*C15）、条件恐怖刺

激といったストレス刺激（*C8）、そして、他個体との接触（*C1、*C2）、ペットとの交流（*C4）が

あることを見出した。 

摂食は、その量が活動期に多く非活動期に少ないという概日リズムが観察される。これとは

逆に、摂食時のオキシトシン産生ニューロン活動の反応性は、摂食量の多い暗期にむしろ低

下することが明らかになった（*C15）。オキシトシンの摂食抑制作用を考えると暗期のオキシ

トシン産生細胞の活動性の低下が暗期の摂食量の増大に寄与している可能性が考えられ

た。さらに、摂食頻度に概日リズムがあるだけではなく、一回の食事で摂取する量(一回摂食

量)にも概日リズムが存在し、暗期（活動期）に多く明期（非活動期）には少ないことが示唆さ

れた（*C15）。 

摂食によるオキシトシン産生ニューロンの活性化は、上行性の腹部迷走神経と延髄 PrRP/ノ

ルアドレナリン作動性ニューロンが担っている。従って、この回路を含む経路に概日リズムが

存在することが考えられる。この延髄 PrRP/ノルアドレナリン作動性ニューロン経路は、条件

恐怖刺激を含むストレス負荷時のオキシトシン産生ニューロンの活性化も担っている。ストレ

ス反応の概日リズムにおいてもこの PrRP 上行性回路が関与している可能性がある。 

オキシトシン産生ニューロンの生理的な働きについて、オキシトシン受容体を欠損させた動物

を用いたオキシトシン作用の阻害実験を行った。その結果、オキシトシンは暗期（活動期）に

おいて摂食を終了させるための信号として働き、暗期における一回当りの摂食量を減少させ

ていることを見出した（*C15）。さらに、オキシトシンは、投与すると社会的な行動を増加させ

（*C14）、さらに、異種間においても社会的な絆を強める（*C4）ことを見出した。オキシトシン

産生細胞の概日リズムを考えた摂食過多、社会行動異常を伴う精神疾患に対する治療戦略

については今後の課題である。さらに、ストレス刺激に対する代謝亢進作用の概日リズムが

オキシトシン受容体欠損により変調し、さらにこの変調が加齢と相乗的に働いている可能性

を見出した。 

また、特定領域のオキシトシン産生ニューロン、バゾプレシン産生ニューロン、PrRP 産生ニュ

ーロンをそれぞれ選択的に破壊するための遺伝子改変動物を作製することに成功した。 

 

藤村グループは、末梢時計障害が肥満 2 型糖尿病を惹起する機序として、時計遺伝子

Dbp が脂肪細胞の分化を制御しインスリン感受性に関与すること、遺伝性モデルマウスの脂

肪組織では Dbp のヒストンアセチル化レベルが低下していることを見出し、さらに、ヒストン脱

アセチル化酵素阻害薬の投与により末梢時計障害と糖尿病が改善することを明らかにした
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（*Ｄ24、*Ｄ46）。また、末梢時計を障害する要因の探索を行い、様々な治療薬（糖尿病治療

薬*Ｄ11、*Ｄ43、*Ｄ45、降圧薬*Ｄ12、抗癌薬*Ｄ13）にその作用があることを明らかにすると

ともに、これらの治療薬を適切な時刻に投与すること（時間治療）により末梢時計障害が予

防・改善できる可能性を示した(*その他 22)。 

 

 石橋グループは、明暗期および摂食時間の変動が血清および肝臓の脂質、時計遺伝子や

脂質代謝関連遺伝子群の発現リズムにどのような影響を与えているのかを検討した。血清

および肝臓の脂質の概日リズムにおける光刺激および摂食刺激の影響を調べた結果、正常

な明暗期(明期 12 時間-暗期 12 時間)で飼育されたマウスでは血清および肝臓中のトリグリ

セライド(TG)は概日リズムを刻むが、常に明期の条件下で飼育したマウスではこの概日リズ

ムは消失した。しかし、消失した肝臓中 TG の概日リズムは常に明期の飼育条件下において

夜間帯のみに摂食させることで、その概日リズムは改善した。また、肝臓における時計遺伝

子 (Clock, Bmal1, Cry1, Per1) お よ び 脂 質 代 謝 関 連 遺 伝 子 群 (DGAT1, 
DGAT2,HMG-CR,FAS,NCEH1, HSL, ATGL, SREBP-1c,SREBP-2,LXRα,PPARα)の発現リズム

への影響も検討した。その結果、常に明期の条件下で飼育したマウス肝臓ではこれら遺伝子

の発現リズムは減弱または消失していたが、明期飼育条件下に夜間帯のみ摂食させること

で、時計遺伝子では Clock, Bmal1, Cry1、脂質代謝遺伝子では DGAT2,HMG-CR, FAS, 
NCEH1, ATGL, PPARαの発現リズムが顕著に改善していた。以上の結果から、時計遺伝子

および脂質代謝関連遺伝子の概日リズムは光刺激および摂食刺激による制御を受けてお

り、肝臓におけるこれら遺伝子の発現リズムは摂食刺激の要因が大きい可能性が示された。 

 

 遠藤グループは、脂肪組織や骨格筋等の末梢組織におけるミトコンドリア機能と末梢時計

調節機構との関連を明らかにすることを目標とした。ミトコンドリアは生体内の大部分のエネ

ルギーを産生しており、生体の代謝機能はミトコンドリアに大きく依存する。よって、生体の末

梢時計の調節には、ミトコンドリア機能が大きく関与すると思われる。そこで、ミトコンドリア機

能やエネルギー産生を適正に保つために必要なタンパク質の研究を進め（*F１､*F3-*F8､ 

*F10､*副次的効果 7､*副次的効果 12）、本研究では特にミトコンドリアの種々の機能を調節

する PHB2 タンパク質を中心に解析した。概日リズムを有する性ホルモンエストロゲンが、脂

肪細胞においてミトコンドリアタンパク質 PHB2 を核へ移行させることを見出し（*F11､*副次的

効果 8､*副次的効果 9､*副次的効果 10）、さらに核内に移行した PHB2 がコアクチベーター

PGC-1α活性を阻害して脂肪分化を抑制することを報告し、権利化した（*副次的効果 11）。ま

た、PHB2 の臓器特異的な条件付きノックアウト(CKO)マウスを作製し、脂肪組織あるいは骨

格筋でミトコンドリア機能を低下させたところ、いずれも痩せの表現型を示した。脂肪特異的

CKO マウスでは、全身性の脂肪萎縮を原因とするリポジストロフィーの症状を示した。一方、

骨格筋特異的 CKO マウスにおいては、筋萎縮を伴いながらも耐糖能の改善と脂肪量の減少

を示した。酸素消費モニターによる概日リズムの検討では、脂肪特異的 CKO マウスにおいて

呼吸商の振幅の抑制が認められたが、骨格筋特異的 CKO マウスでは呼吸商の振幅の顕著

な増大が認められ、代謝リズムが亢進していた。以上の結果から、ミトコンドリアの機能障害

が生じる臓器の差異によって、痩せの表現型を示す機序が異なり、末梢時計にも異なる影響

を与えることが明らかになった。特に、骨格筋特異的 CKO マウスではミトコンドリア機能障害

を起因とする骨格筋由来FGF21発現の増加が認められ、骨格筋で発現したFGF21が中枢性

の概日リズムを調節する可能性を示した。 

 

苅尾グループは、夜間血圧の測定が可能な新規家庭血圧計(Medinote)を用いた多施設レ

ジストリー研究  Japan Morning Surge-Home Blood Pressure Study (J-HOP)を行い、家庭で

測定した夜間血圧を含めた 24 時間血圧管理が、心血管イベントと如何に関連するかを検討
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した(*G23、*G45)。起床後と就寝前の家庭血圧測定と臓器障害との関連を調べ、起床後の

血圧レベルが臓器障害との関係が強いこと、予後に関しては脳卒中イベントと直線上の関連

があることを示した。これらの結果よりサーカディアンリズム障害である、起床時の著名な血

圧上昇（モーニングサージ）を抑制することが重要であることを示した。また、閉塞性睡眠時

無呼吸症候群(OSAS)の無呼吸発作時における、著明な血圧上昇(スリープサージ)を捉える

夜間トリガー家庭血圧計と 3G を用いた評価システム Sleep Pressure Monitoring-1(SP1)を開

発し、本装置を用いた多施設レジストリー研究 Sleep Pressure and disordered breathing in 

Resistant Hypertension And cardiovascular Disease (SPREAD)を開始し、現在まで 1000 名以

上の症例を登録し、加えてサーカディアンリズムを考慮した降圧療法でスリープサージの抑

制が可能かどうかを検討した(*その他 24)。OSAS 患者においてスリープサージの抑制を、就

寝前のカルシウム拮抗薬投与またはβ遮断薬投与とで比較したところ両者とも抑制効果に有

用であることがわかった（*G47）。 

 

 山形グループは、自閉性障害(ASD)および不登校児の概日リズムの障害を解明し、治療法

開発に繋げることを目的として、以下の研究を実施した。 

ASD患者では、睡眠障害を伴う患者が多く、ASD病因遺伝子が睡眠障害も起こしている可能

性、概日リズム関連遺伝子の変異が ASD と睡眠障害の両者を惹起する可能性、ASD 関連

遺伝子と概日リズム関連遺伝子両者に変異があり多因子遺伝で両症状を発症する可能性、

等が推察される。よって、ASD 患者で、特に睡眠障害を持つ患者を中心として病因遺伝子の

検索を行うと共に、概日リズム関連遺伝子の変異の有無を解析した。 

①まず、ASD患者で、染色体微細構造異常(CNV)と候補遺伝子変異解析を行った。親権者か

らインフォームドコンセントを得たASD患者から採血し、リンパ球分離し、DNAを抽出。Agilent 

SurePrint G3 CGH 4x180Kのアレイ (Agilent社)を用い、CNVを検出した。検出したCNV領域に

局在する遺伝子の機能を調べ、ASD候補遺伝子を同定した。さらに、これらの候補遺伝子に

対し、他の患者で病因となる塩基変異がないかを、全エクソンおよび近傍のイントロンをPCR

増幅し、直接シークエンス法で変異解析し、複数のシナプス関連遺伝子に変異を同定した。

サーカディアンとの関連では、入眠困難、夜間の興奮等を来す兄弟例でモノアミンオキシダー

ゼ (MAO)A/Bの欠失を検出した(*H10)。また、睡眠障害を持つ患者で検出された欠失部位に

シナプス足場蛋白であるLIN7Aが局在していたことから、LIN7Aの機能解析を行い、シナプス

で重要な機能を有することを示した(*H9)。同様に、LIN7Bの重複、あるいは変異を持つ患者

を同定し、LIN7Bが脳機能に重要な作用を有することを示した(*H5)。 

②日本人 ASD 患者で、睡眠障害を示す患者と睡眠障害示さない患者各 14 名と日本人コント

ロール 23名を対象として、次世代シークエンサー（454 GS junior sequencer (Roche)）を用い、

18 個の概日リズム関連遺伝子について、網羅的に変異の有無を解析した。検出された変異

は、3730XL シークエンサー (Applied Biosystems,Foster,CA)を用いた直接シークエンス法で

確認した。検出された変異について、日本人コントロール 100 名での有無を解析するととも

に、Phenotyping v2 (PolyPhen-2)、SIFT および mutation taster で変異の蛋白機能への影

響を検討した。33 種類のミスセンス変異を 11 種類の遺伝子に検出した。ミスセンス変異の中

で、ASD 群にのみ変異が検出され、コントロールで検出されなかった変異として、グループ A

の 6 人に 6 個の遺伝子の 7 種類の変異があった。同様に、グループ B では 7 人に 6 個の遺

伝子の 7 種類の変異があった。PER3 の p.R493C は両グループで検出された。一方、コントロ

ールでのみ検出され、ASD 群では検出されなかった変異は 23 検体のコントロールに 1 種類

の変異のみであり、睡眠障害の有無に関わらず、ASD 群で変異の検出率が高く、概日リズム

関連遺伝子の ASD の病態への関与が示唆された(*H1)。ASD 患者でのみ検出された遺伝子

変異のタンパク質機能への影響を解析した結果、PolyPhen-2 では PER2 の p.P1228A、PER3
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の p.R366Q、TIMELESSの p.F498Sと p.A325Tが probaby damagingと判定された。SIFTでは、

PER3 の p.R366Q と TIMELESS の p.F498S が damaging と、mutation taster では、NR1D1 の

p.S20R、CLOCK の p.H542R、ARNTL2 の p.L473S、ARNTL の p.S13T、PER3 の R366Q、

TIMELESSの p.F498S、p.A325Tが disease causingとされ、蛋白機能へ影響を来たし、疾患発

症の可能性があるとの結果であった(*H1)。 

③これらの変異について、順次、患者解析および機能解析を開始した。TIMELESS p.F498S

変異が検出された患者は、睡眠相が後退し、5-7 時頃に入眠し、昼過ぎに起床する生活が乳

児期から続いており、また、低身長、消化器症状等を合併していた。同様に、睡眠障害、こだ

わりと低身長を示す母にも同変異が検出され、ASD 症状および睡眠障害と関連する可能性

が考えられた。これらの母子では、メラトニン分泌のピークが後退しており、また、光照射で変

位しなかった。TIMELESS のマウス脳での発現解析の結果、胎児期脳に強く発現し、生後も

神経細胞に発現していることが確認された(*H3)。また、マウス胎児子宮内エレクトロポレーシ

ョン法による Timeless の F498S 変異の挿入により、発達期の大脳皮質の神経細胞の移動障

害を認めた。NR1D1 は、マウス胎児子宮内エレクトロポレーション法で、発現抑制した結果、

大脳皮質の神経細胞の移動障害を認め、神経系の発生に重要な作用を有することが示され

た。また、Nr1d1 の p.S20R 変位を導入した遺伝子は神経細胞の移動障害を改善せず、蛋白

機能が障害されていることが示された。他のASD患者において、NR1D1の変異解析を行った

結果、さらに 3例で 3種類のミスセンス変位が検出され、コントロールでは検出されなかった。

これらの変位に関して、家系解析等、疾患との関連を解析中である。これらの解析結果、

Timeless の F498S 変異、NR1D1 の p.S20R 変異は、ASD と睡眠障害両者に関連する可能性

が示唆された。また、NR1D1 の p.S20R 変異を持つ患者では、NR1D1 変異は無症候の父から

由来し、無症候の母から由来した SHANK2 の変異を有していた。NR1D1 と SHANK2 両者の

機能低下により、神経細胞機能がさらに低下することが考えられ、ASD が複数の病因遺伝子

の機能変化から発症する oligogenic model も推定される。 

 

 阿部グループは、摂食障害の病態に関して、後方視的な病歴調査により、睡眠障害合併群

は非合併群に比べアルブミン値が有意に低く、また排出行為がより高率であることが判明し

た。摂食障害における睡眠障害の背景には低栄養状態に加え、不規則な栄養摂取が存在

する可能性が示唆された。この点も踏まえて、当科の摂食障害の心理教育プログラムを改正

した。 

 

＜問題点＞ 

1. 代謝、行動、遺伝子発現などの概日リズムの測定は、研究者が頻繁に出入りし明期/暗

期が固定されている一般の飼育環境では難しかった。本研究助成により設置したサーカ

ディアンリズム解析動物飼育室はこれを解決し、精度の高い概日リズム研究が可能とな

った。一方、研究期間中に利用者が増え、長期実験も多いため、利用の調整が新たな問

題となっている。 

2. 体内時計障害の機序解明や治療法開発を重点的に推進してきたため、スクリーニング

系（in vitro、in vivo）の開発が遅れている。今後はこれを推進していく予定である。 

3. J-HOP 研究で評価された夜間血圧が将来的な心血管イベントに直結するかどうかは不

明であるが、予後をフォローして明らかにしてゆく。SPREAD研究で評価された SP-1 を

用いた睡眠時血圧評価が、実際に心血管リスクや予後と関連するかどうかは不明である

が、予後をフォローして明らかにする。 

4. これまでの研究結果から予測されるミトコンドリアDNAの概日リズムと末梢臓器の概日リ

ズムの調節機構は、未だ仮説の段階である。今後これを検証するために、PHB2 の遺伝

子改変動物を作製し、種々の概日リズムを検討する予定である。 
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5. 起立性調節障害(OD)や不登校児とサーカディアン異常の解析には、より多くの症例が必

要であることが判明し、今後臨床情報と検体のさらなる集積を行う。 

6. 当初計画していたマイクロダイアリシス法を用いたマウスの皮下脂肪と内臓脂肪におけ

る lipolysis 評価については、プローブの固定が容易でないため方法が確立できなかっ

た。 

＜評価体制＞ 
（研究プロジェクトの目標等に照らした自己評価の実施や、その結果を研究費等の資源の配分へ反映させるた

めのルールの適切な設定、また、本プロジェクトに係る費用対効果（かけた費用に見合う効果が見られるか）に

ついて、どのように分析しているか。また、それらについて、外部（第三者）による評価を受ける体制ができてい

るか等について記述してください。） 

1. 審査付き英文雑誌への原著論文発表、学会発表および特許申請の成果により、客観的

に評価した。 

2. 本プロジェクト参加研究者による自己評価を行った。 

3. サーカディアンメディシンに関する専門家に外部評価を依頼し、その結果をフィードバック

した。 

4. 各年度末に研究進捗報告会を実施し、数名の委員による評価採点を行い、その結果を

次年度の研究費の配分に反映させた。 

5. 本プロジェクト事業において、３年目の中間報告会を兼ねた公開シンポジウム、５年目の

最終年度報告会を兼ねた公開シンポジウムでは、他大学からの参加者も多く、極めて活

発なディスカッションが行われ、国際的なサーカディアン研究者である招待講演者からも

高い評価をうけたことから、客観的に評価されたものと考えられる。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
（本プロジェクト終了後における研究の継続の有無、有の場合は今後の研究方針、無の場合は当該研究施設・

装置・設備の活用方針を記述してください。） 

本プロジェクト終了後もサーカディアンメディシン研究を強力に継続する。特に重点を置く研

究対象として、リズム障害を伴う肥満、メタボリックシンドローム、糖尿病、高血圧、摂食障

害、発達障害/自閉症の成因となる末梢/中枢時計遺伝子異常、摂食・代謝・循環・自律神

経・内分泌・ミトコンドリア機能のリズム異常の分子機構を特定し、疾患診断マーカーとしての

確立、さらにこれらを標的とした新規の治療介入をめざす。さらに、本プロジェクトで発見され

た概日リズム分子機構の生理的・病態的意義の解明と治療的応用をめざす。そのため、そ

れらの責任分子発現細胞/ニューロンを光遺伝学の方法により特異的に活性化し、その作用

を細胞・組織・臓器システム連関レベルで解析する研究を立ち上げる。さらに、本プロジェクト

の成果に基づく臨床試験を複数すでに準備しており、今後これらを実施し、臨床応用を図る。

このように、本プロジェクトを継承、発展させ、我が国のみならず世界的なサーカディアンメデ

ィシン基礎臨床研究拠点の確立を目指す。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
（研究成果の活用状況又は今後の活用計画（実用化・企業化の見通しや、特許の申請があればその申請状

況・取得状況等）について、記述してください。） 

【特許申請】 

1. 出願国：国内；出願番号：2011-271652；発明者：矢田俊彦、前島裕子、岩﨑有作；発明名

称：肥満・メタボリックシンドローム治療薬、及びその動物の治療方法；出願日: 2011年 12

月 12 日出願 

2. 出願国：国内；出願番号：特許第 5829074 号；発明者：矢田俊彦、栗田英治、シューカイ；

発明名称：食欲亢進用治療剤、治療薬、食欲抑制用治療剤、及び食欲抑制用細胞製剤

の製造方法；出願日：2015 年 10 月 30 日登録 
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3. 出願国：国内；出願番号：特願 2014-019965；発明者：矢田俊彦、岩崎有作、木村友紀、

大隈一裕；発明名称：満腹感持続剤および満足感を維持する方法；出願日：2015 年 2 月

5 日出願 

4. 出願国：国内；出願番号：特願 2015-149634；発明者：矢田俊彦、岩崎有作、原博、比良

徹、岸本由香、南真知子；発明名称：GLP-1分泌促進剤；出願日：2015年 7月 29日出願 

5. 出願国：国内；出願番号：特願 2015-211022；発明者：矢田俊彦、出崎克也；血糖恒常性

を維持するための医薬組成物；特許、出願日：2015 年 10 月 27 日出願 

6. 出願国：国内；出願番号：特願 2016-001810；発明者：矢田俊彦、田口昌延、出崎克也；

治療用組成物；特許、出願日：2016 年 1 月 7 日出願 

7. 出願国：国内；出願番号：特許第 4920239 号；発明者：遠藤仁司；発明名称：ミトコンドリア

膜タンパク質群およびそれらをコードする遺伝子群；出願日:2012年 2月 10日登録(*副次

的効果 7) 

8. 出願国：国内；出願番号：特許第4901753号；発明者：遠藤仁司、笠嶋克巳；発明名称：プ

ロヒビチン２(PHB2)のミトコンドリア機能；出願日:2012 年 1 月 13 日登録(*副次的効果 8) 

9. 出願国：US；出願番号：8,153,362 B2；発明者：Hitoshi Endo and Katsumi Kasashima；発明

名称：Title: Mitochondrial function of prohibitin 2 (PHB2)；出願日: 04/10/2012(*副次的

効果 9)  

10. 出願国：US；出願番号：8,465,913 B2；発明者：Hitoshi Endo and Katsumi Kasashima；発明

名称：Title: Mitochondrial function of prohibitin 2 (PHB2)；出願日: 18/06/2013(*副次的

効果 10)  

11. 出願国：国内；出願番号：特許第 5808904 号；発明者：遠藤仁司；発明名称：プロヒビチン

２と PGC1αとの結合を用いた脂肪分化調節剤のスクリーニング方法；出願日：2015 年 9

月 18 日登録(*副次的効果 11)  

12. 出願国：国内；出願番号：特許第 5891561 号；発明者：遠藤仁司；発明名称：ミトコンドリア

膜タンパク質群およびそれらをコードする遺伝子群；出願日：2016年 3月 4日登録(*副次

的効果 12)  

13. 出願国：国内；出願番号：特願 2011-115846；発明者：白崎修、渡邉孝史、桑原光巨、苅

尾七臣、；発明名称：血圧測定装置；出願日:2011 年 5 月 24 日出願 

 

【産学連携】 

武田薬品工業株式会社、株式会社ツムラ、小野薬品工業株式会社、松谷化学工業株式

会社と共同研究を実施した。 

 

【研究成果の活用の見通し】 

本研究の成果として、マウス/ラット及びヒトにおいて過食、肥満、糖尿病、高血圧とサーカ

ディアンリズム障害の密接な関連が明らかにされてきた。今後、責任臓器・細胞・分子の解析

を進め、またヒトの臨床研究を実施し、これらの疾患の成因としてのサーカディアンリズム障

害を確立する。さらに、これらの疾患に対する “サーカディアン”診断法、“サーカディアン” 

(食事・睡眠)介入法の開発を目指す。その結果、国民病ともなっているこれらの生活習慣に

対する、全く新しい視点の予防・治療法の開発に繋がることが予想される。 

自閉症などの発達障害、摂食障害、ストレス疾患は、成因の解明および治療法が立ち遅

れている。本研究はサーカディアンリズムというユニークな視点から、それらの成因に関して

多くの新しい発見をもたらした。今後、これらを標的とした新規診断・治療法の開発に繋がる

ことが期待される。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）サーカディアンメディシン     （２）概日リズム          （３）時計遺伝子                  

（４）摂食                      （５）肥満              （６）血圧                   

（７）糖尿病                （８）発達障害           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 
論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください（左記

の各項目が網羅されていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を

付してください。 

 

※別添表参照 

 

 

＜図書＞ 
図書名、著者名、出版社名、総ページ数、発行年（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅されて

いれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。 

 

※別添表参照 

 

＜学会発表＞ 
学会名、発表者名、発表標題名、開催地、発表年月（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅され

ていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。 

 

※別添表参照 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 
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シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
※ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

 

1. 自治医科大学 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業シンポジウム２０１３（２０１３年

６月２８日 開催） 

2. 自治医科大学 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業シンポジウム２０１５（２０１５年

６月８日 開催） 

 

（ＵＲＬ：http://www.jichi.ac.jp/kenkyushien/strategic/circadian.html） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 

なし 

 

 

１４ その他の研究成果等 
「１３ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果、企業との連携実績があれば具体的に

記入してください。また、上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには下線及び＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

1. 矢田俊彦：日本経済新聞 2011年 12月 21日［母乳出させるホルモン］肥満を防ぐ作用(*

その他 1) 

2. 矢田俊彦：読売新聞 2011 年 12 月 25 日脳内ホルモンで体重減少(*その他 2) 

3. 矢田俊彦：日本経済新聞 2012 年 3 月 25 日満腹感仕組み解明へ前進（*その他 3） 

4. 矢田俊彦：読売新聞 2012 年 5 月 2 日満腹感２物質が働き（*その他 4） 

5. 矢田俊彦：（株）マイナビニュースＨＰ 2013年 4月 16日体内時計の障害が肥満における

摂食リズム障害の一因となる（*その他 5） 

6. 矢田俊彦：時事通信 2013 年 6 月 27 日膵臓神経から脳へ＝インスリン感知に新ルート

―増強剤で肥満治療も―(*その他 6) 

7. 矢田俊彦：日本工業新聞 2013 年 6 月 28 日膵臓分泌のインスリン、神経経由で脳に情

報―自治医大が発見―(*その他 7) 

8. 矢田俊彦：朝日新聞 2013 年 7 月 15 日インスリン新たな経路発見(*その他 8) 

9. 矢田俊彦：下野新聞 2013年 10月 9日肥満・糖尿病治療に光、ラットでメカニズム解明、

脳内物質が内蔵脂肪減―自治医大・矢田教授ら(*その他 9) 

10. 矢田俊彦：日経産業新聞 2015 年 7 月 6 日脳内酵素、食欲を低減、副作用少ない薬開

発に光、自治医大など仕組み解明(*その他 10) 

11. 矢田俊彦：日本経済新聞 2015 年 7 月 6日食欲調整酵素のしくみを解明、自治医大など

(*その他 11) 

12. 尾仲達史、高柳友紀、吉田匡秀：下垂体後葉ホルモンとストレス・摂食・社会行動. 創薬

薬理フォーラム第 21 回シンポジウム（東京）2013 年 9 月 19 日～20 日 

13. 尾仲達史：心身ストレスとその機序. 生体機能の理解にもとづく災害ストレス支援の推進

事業第 1 回シンポジウム（東京）2013 年 11 月 12 日 

14. 尾仲達史：「もう一度ふれあいたい!? 夫婦のスキンシップ」 NHKあさイチ 2014年 4月 2

日放映 

15. 尾仲達史：脳内ホルモン オキシトシン 心身に安らぎ．日本経済新聞、2014 年 7 月 13

日掲載 
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16. 尾仲達史：ストレスと下垂体後葉ホルモン. 第 6 回耳鼻咽喉科心身医学研究会（東京）

2014 年 10 月 4 日 

17. 尾仲達史：神経内分泌系の条件恐怖反応の神経回路.平成 26 年度生理学研究所研究

会「感覚刺激・薬物による快・不快情動生成機構とその破綻」(岡崎) 2014 年 10 月 7 日～

8 日 

18. 尾仲達史：“絆”をつくるホルモン「オキシトシン」. すこやかファミリー 690 号：18-19, 2014 

19. 尾仲達史：脳内ホルモン オキシトシンの効果．スキンシップとの関係は？ Rec-site 8：

2-4, 2015 

20. 尾仲達史（協力）：犬と人の絆を深めるハッピーホルモン「オキシトシン」 , Gazette 

No.644：8-11, 2015 

21. 尾仲達史：温かいふれあいは、オキシトシンの分泌を促す． Rec-site 9：5, 2015 

22. 藤村昭夫：時間治療学 就寝時に飲んだほうがよい降圧薬の ABC．日刊ゲンダイ 2013

年 6 月 14 日(*その他 22) 

23. 藤村昭夫：時間治療(３)骨粗鬆症．薬学の時間，ラジオ NIKKEI 2014 年 5 月 20 日放送 

24. 苅尾七臣:朝日新聞 2015 年 8 月 5 日 睡眠時無呼吸そのとき血圧上昇 自治医科大な

ど研究 160 以上 3 割､200 超す人も(*その他 24) 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

これまでの研究背景から、計画の達成度は１、３（テーマ番号）で高い。２はやや期待薄。

本研究の目標が達成されたときの具体的な疾患への波及効果の範囲や規模を見極める視

点を取り入れて、研究を遂行されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し、どのような対応策を講じ、また、それにより、どのような成果があがったか等につい

て、詳細に記載してください。 

留意事項に対し、テーマ番号２では、サーカディアン研究の実績を持つ研究室において

は、末梢時計遺伝子 Dbp が脂肪細胞の分化を制御しインスリン感受性に関与することを発

見したのに留まらず、その障害が肥満・２型糖尿病の成因かつ治療標的となる事を明らかに

し、今後の臨床展開の基盤を気付く成果を挙げた。また、本研究で初めてサーカディアン研

究に参入した研究室においては、ミトコンドリアと概日リズムの研究を開始し、ミトコンドリアの

種々の機能を調節する PHB2タンパク質が、概日リズムを有する性ホルモンエストロゲンによ

り制御され、脂肪細胞においてミトコンドリアから核への移行を見出し、さらに核内移行 PHB2

がコアクチベーターPGC-1α活性を阻害して脂肪分化を抑制することを報告し、権利化した。

また、PHB2 の臓器特異的な条件付きノックアウト(CKO)マウスを作製し脂肪細胞と骨格筋細

胞の著明な代謝変化を見いだし、疾患モデルとなる可能性を見いだし、成果を上げている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

 夫々のチームの活動度はあがって来た。しかし、リズムの調整だけではなくその破綻と、疾

患の因果関係を明らかにすることが重要である。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し、どのような対応策を講じ、また、それにより、どのような成果があがったか等につい

て、詳細に記載してください。 
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研究全体会議や発表会において、「リズムの調整から、その破綻と疾患の因果関係にまでス

テップアップする」ことを徹底して後半の研究を行い、生理→病態生理→臨床の展開を大きく

進める事が出来、以下のような具体的成果が得られた。(1)摂食リズムを創出する神経ペプ

チド回路の解明のステージから、その回路のノックダウンによる過食・肥満の誘導、肥満・メタ

ボリックシンドローム動物におけるその回路の障害を明らかにし、病態生理学的ステージに

進めた。さらには低下したペプチドの補充による摂食リズム障害・過食の改善を示し、過食・

肥満・メタボリックシンドロームの治療介入標的としての展開に道筋をつけた。 (2)末梢時計

遺伝子 Dbp が脂肪細胞の分化を制御しインスリン感受性に関与すること、その障害が肥満 2

型糖尿病の成因かつ治療標的となる事を明らかにした。(3) げっ歯類の実験成果をもとにす

でに複数の臨床試験を準備中である。 

 

 



（様式２）

１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

※　最終年度は予定額。

173,161 235,101 0

0

202,957

180,000

408,262

92,362

設 備

研究費

0

0

36,000

25,305

0

0

0

36,000

0

0

0

36,000

0

0

0 00 0

0 0

87,638 0 0 0 0

68,146 134,811

0 0

0 0 0 0 0 0

12,653 12,652 0 0

18,323 17,677

18,517 17,483

19,482 16,518

12,653 12,652

18,038 17,962

19,691 38,328

0

58,019

48,455 96,483

研究費

17,998

36,000

25,305

0

0

144,938

36,000

平
成
２
７
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

総 計

総

額

装 置

平
成
２
３
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

131102

装 置

施 設平
成
２
５
年
度

施 設平
成
２
４
年
度

研究費

平
成
２
６
年
度

設 備

設 備

設 備

設 備

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S１１０１０２２

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

18,002

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成
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131102法人番号
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

整備年度

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
テーマ番号１：中枢機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機構の解明

  平成 年度

補助主体

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0

私学助成

ラット摂食飲水運動量
測定装置

平成２３年度 1 5,804 40,677 27,118 私学助成

私学助成

平成２３年度 DX400TL 1 1,280 5,374 3,582

24 0 0

平成24年度

8,500 私学助成5,666

25,305 12,652 私学助成

4503㎡ 61

積　　算　　内　　訳

私学助成

4,976 私学助成

補助主体

117㎡

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

6,000 7,465

ライトサイクラーDX 400

8

計

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬（3,588）、器具（2,782）、実験動物（429）、その他（1,951）

研究会参加旅費

支　出　額

研究用消耗品
研究会参加旅費

主　な　使　途

8

金　　額

280 9,194
28－9589－28・28－
9564－49・28－9564－
62

1

8,758

0

6,129
ルミノ・イメージアナライザー
ImageQuant LAS 4010

平成２４年度

9,610 6,266

イノラック・イノケージ
（IVCケージ）

平成２４年度 1 20,400 48,825 32,199

平成２３年度

27,118

1,056 5,722 3,815

LMD7000-5 1 26,913

超高感度蛍光画像取
得装置

マウス摂食飲水運動量
測定装置

平成２３年度 40,677

1
ホームケージ行動測定
システム

平成２３年度

BZ-9000 1 144

平成２３年度

血小板凝集測定装置 平成２３年度 PA-200C 1

HSオールインワン蛍光
顕微鏡

平成２３年度

500

2,8641

17,942

1 7,304

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

サーカディアンリズ
ム解析動物飼育室

（研究装置）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

昭和６２年

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

7 177

実験医学センター

事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

レーザーマイクロダイ
セクション装置

（情報処理関係設備）

（兼務職員）
人件費支出

小  科  目

消　耗　品　費 8,7508,750

旅費交通費

8,758

23

（研究設備）

教育研究経費支出

（　　　　　　　）

年　　　度

117
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テーマ番号１：中枢機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機構の解明
  平成 年度

テーマ番号１：中枢機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機構の解明
  平成 年度

21 宿泊費 21 シンポジウム学外講師宿泊費用

積　　算　　内　　訳

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計 206 206

（　　　　　　　）
計 11,452 11,452

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

報酬・委託料 690 検査・解析委託 690 LC-MS/MS分析、塩基配列解析、英文校閲
旅費交通費 66 研究会参加旅費 66

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

812 薬用保冷庫　２台

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,230 ネスファチンに関する研究 1,115 学内１人

計 8,846

25雑費

シンポジウムポスター印刷費用

8,846

107 シンポジウム学外講師旅費

報酬・委託料

7,648

（　　　　　　　）

シンポジウム関連費用

216 実験動物輸送費

779 779 シンポジウム学外講師謝金、RNA解析委託費用

50 印刷費 50
107

7,648 研究用消耗品

賃借料

通信運搬費 216 運搬費

印刷製本費
旅費交通費 シンポジウム旅費

謝金、研究委託費用

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

小  科  目

シンポジウム学外講師弁当･休憩時飲料25

25

消　耗　品　費

主　　な　　内　　容金　　額主　な　使　途
支　出　額

学内１人

年　　　度

研究支援推進経費

試薬（2,636）、器具（1,695）、実験動物（1,259）、その他（2,058）

学内１人

計 8,612 8,612 学内４人　

摂食リズムに関する研究 3,240
ポスト・ドクター 6,396 グレリンに関する研究

リサーチ・アシスタント 2,216 グレリンに関する研究 1,046 学内１人
摂食リズムに関する研究 1,170 学内１人

実験・研究用機器 206 MINUCELLS 13mm6層ﾊﾟﾌｭｰｼﾞｮﾝ

図　　　　書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 742 742

教育研究用機器備品 206

3,156

（兼務職員） 実人数　1人
742 研究補助

教育研究経費支出

人件費支出

5,471

学内１人
学内１人

1,115
3,241グレリンに関する研究

製氷機 FM-120K（R2301-737）
蒸留水製造装置一式（R2304-731）

2,342 473
592
465

バイオフリーザー（R2301-723）

5,471 学内３人、　

3,241

サンプル保管、実験用機器

グレリンに関する研究

2,342

研究用消耗品 10,696 試薬（3,881）、器具（4,152）、実験動物（1,808）、その他（855）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加旅費、学会参加旅費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　820円、年間時間数　853時間

ポスト・ドクター

2,342

教育研究用機器備品

消　耗　品　費 10,696

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

742

計

計

研究支援推進経費

図　　　　書
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テーマ番号１：中枢機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機構の解明
  平成 年度

時給　950円，年間時間数　841時間
実人数　1人

2,313 研究補助 2,313

人件費支出 時給　820円，年間時間数　1,080時間
（兼務職員）

2,215 研究補助 2,215

598リサーチ・アシスタント

211 211 タイテック　ダブルシェーカー

計 5,541 学内5人

ポスト・ドクター 3,200 Nesfatin-1の生理的役割の解明 3,200 学内１人
研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,341 インスリン分泌制御機構の解明 547 学内１人

図　　　　書
計 5,031 5,031

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,820 4,820 ORCA-R2デジタルカメラ一式

教育研究経費支出
計 2,313 2,313

実人数　1人

計 5,616 5,616

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 201 謝金、研究委託費用 201 研究セミナー学外講師謝金、実験室感染検査委託費用

（　　　　　　　）

通信運搬費 1 運搬費 1 試料運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,414 研究用消耗品 5,414 試薬（770）、器具（1,750）、実験動物（1,306）、その他（1,588）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 5,442 学内5名

年　　　度 26

3,179 Nesfatin-1の生理的役割の解明 3,179 学内１人

研究支援推進経費

ポスト・ドクター

2,263 インスリン分泌制御機構の解明

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

2,3392,339計

学内1人

卓上多本架遠心機、教育研究用機器備品 2,339 548
運動量測定装置一式1,791

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

図　　　　書

計 2,215 2,215
教育研究経費支出

（兼務職員） 実人数　1人

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給　820円，年間時間数　1,967時間

598
470

血圧調節作用 598 学内１人（H27.4.1付病院助教採用者　1名）

学内１人
学内１人
学内１人

血圧調節作用
食欲不振のメカニズムとその作用機構の解明

抗肥満・メタボリックシンドローム効果の解析

598

食欲不振のメカニズムとその作用機構の解明 598 学内１人
抗肥満・メタボリックシンドローム効果の解析 598 学内１人
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テーマ番号１：中枢機能の概日リズム発現と外的要因による修飾機構の解明
  平成 年度

テーマ番号２：末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確立
  平成 年度

学内1人
学内1人
学内1人

抗肥満・メタボリックシンドローム効果の解析

視床下部オキシトシン神経の調節因子の検討

膵臓β細胞への制御機能の解明

598
598
548

雑費 19 シンポジウム関連費用 19

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

シンポジウム学外講師弁当・休憩時飲料

4,847 研究補助 4,847

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,005 研究用消耗品 13,005 試薬（6,991）、器具（1,844）、実験動物（2,256）、その他（1,914）

通信運搬費 54 運搬費 54
1,025 検査・解析委託 1,025

実験動物輸送費

報酬・委託料 血液・染色体検査、感染症検査解析

（　　　　　　　）
計 14,084 14,084

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0 0

ポスト・ドクター

計 5,550 学内5人

3,214 摂食実験 3,214 学内1人
研究支援推進経費

リサーチ・アシスタント 2,336 食欲不振のメカニズムとその作用機構の解明 593 学内1人（H28.4.1付助教採用者　1名）

図　　　　書
計 389

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 389 389

計 4,847

（兼務職員） 実人数　2人
教育研究経費支出

計 7,784

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給　960円，年間時間数　3,645時間

報酬・委託料 1,252 謝金、研究委託費用 1,252 シンポジウム講師謝金、感染症検査料

（　　　　　　　）

印刷製本費 431 印刷費 431 論文別刷代

旅費交通費 79 シンポジウム旅費 79 シンポジウム学外講師旅費

光　熱　水　費
通信運搬費 164 運搬費 164 実験動物輸送費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,839 研究用消耗品 5,856 試薬（826）、器具（1,279）、実験動物（1,790）、その他（1,944）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式２）

131102法人番号
プロジェクト番号 S１１０１０２２

テーマ番号２：末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確立
  平成 年度

計 4,453 4,453 学内４人

1,328 実験及びデータ管理 1,328 学内１人

研究支援推進経費

学内１人

ポスト・ドクター

1,416 CMA470 冷却ﾌﾗｸｼｮﾝｺﾚｸﾀｰ

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

2,416

教育研究用機器備品 2,416 実験・研究用機器 1,000 サーマルサイクラー　２式

サーカディアンに関わ
る実験補助

2,037 学内２人

図　　　　書
計 2,416

558 実験及びデータ管理 558 学内１人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,037

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 2,595 2,595 学内３人

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,968 研究用消耗品 10,968 試薬（7,133）、器具（1,471）、実験動物（838）、その他（1,526）

印刷製本費 6 印刷費 6 論文別刷代

報酬・委託料 144 検査・解析委託 144 ﾘﾎﾟ蛋白解析、検体検査・解析、英文校閲

計 11,118 11,118

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　　　　　　　）

（兼務職員） 実人数　1人

2,810

人件費支出

2,810 研究補助 2,810

時給　820円、年間時間数　677時間

時給　950円、年間時間数　1,619時間
実人数　1人

教育研究経費支出
計 2,810

972 CMA107 Microdialysis Pump
設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 972 実験・研究用機器

図　　　　書
計 972 972

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,125 サーカディアンに関わる実験補助 2,010 学内２人

実験及びデータ管理 1,115



（様式２）

131102法人番号
プロジェクト番号 S１１０１０２２

テーマ番号２：末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確立
  平成 年度

実人数　1人

テーマ番号２：末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確立
  平成 年度

実人数　1人
時給　1,400円，年間時間数　152時間
実人数　1人

4,505 研究補助 4,505

時給　950円，年間時間数　2,366時間
実人数　2人
時給　1,360円，年間時間数　1,328時間

ポスト・ドクター

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

4,5054,505

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

計 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品

図　　　　書

計 1,946 1,946

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

人件費支出 時給　950円，年間時間数　1,552時間
（兼務職員） 実人数　2人

教育研究経費支出

計 10,454 10,454

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 14 研究委託費用 14 インスリン解析委託費用

（　　　　　　　）

通信運搬費 1 郵送費 1 郵送費用

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,439 研究用消耗品 10,439 試薬（6,136）、器具（1,680）、実験動物（807）、その他（1,816）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 4,505

人件費支出 時給　820円，年間時間数　99時間
（兼務職員）

計 9,995 9,995

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 205 校正料、研究委託費用 205 論文校正料、インスリン解析委託費用

（　　　　　　　）

印刷製本費 297 印刷費 297 論文別刷代

1,946 研究補助 1,946

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,493 研究用消耗品 9,493 試薬（5,431）、器具（1,433）、実験動物（1,316）、その他（1,313）

主　な　使　途
支　出　額小  科  目

金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度年　　　度 25
積　　算　　内　　訳



（様式２）

131102法人番号
プロジェクト番号 S１１０１０２２

テーマ番号２：末梢時計の制御・障害機構の解明と時間治療の確立
  平成 年度

テーマ番号３：リズム障害から観た疾患成因の解明と診断法の確立
  平成 年度

1,919 研究補助

研究支援推進経費

計 0 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 6,142 6,142

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

300 ﾓｰｼｮﾝﾛｶﾞｰ時計型ｱｸﾃｨﾌﾞｸﾞﾗﾌ

図　　　　書

1,480 ﾄﾘｶﾞｰﾄﾞ血圧計　研究用ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ
1,842 Nano Drop 2000一式

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,142 実験・研究用機器 2,520 睡眠評価装置　ｱﾘｽPD

教育研究経費支出
計 0 0

人件費支出
（兼務職員）

計 2,258 2,258

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

雑費 10 学会参加費 10 学会参加費

（　　　　　　　）

2,165 試薬（2,158）、器具（0）、実験動物（0）、その他（7）

旅費交通費 83 学会参加旅費 83 学会参加旅費

積　　算　　内　　訳
主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

3,600 学内1人

計 3,600

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,165 研究用消耗品

年　　　度 23

小  科  目

ポスト・ドクター 3,600 時計遺伝子と悪性腫瘍

研究支援推進経費

支　出　額

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出 時給　 960円，　年間時間数　　285時間

計 1,919 実人数　1人

人件費支出 時給　830円，年間時間数　1,262時間
（兼務職員） 実人数　1人

計 10,451

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 9 研究委託費用 9,180 インスリン解析委託費用

（　　　　　　　）

論文投稿料 9 論文投稿料 9,318 論文投稿料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,433 試薬（4,554）、器具（2,088）、実験動物（1,525）、その他（2,266）

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式２）

131102法人番号
プロジェクト番号 S１１０１０２２

テーマ番号３：リズム障害から観た疾患成因の解明と診断法の確立
  平成 年度

テーマ番号３：リズム障害から観た疾患成因の解明と診断法の確立
  平成 年度

研究支援推進経費

計 0 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 4,431 4,431

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

756 ３G夜間トリガ血圧計　

図　　　　書

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,431 実験・研究用機器 3,675 ﾏｲｸﾛﾆｭｰｸﾞﾗﾑｼｽﾃﾑ機器　一式

教育研究経費支出
計 0 0

人件費支出
（兼務職員）

計 4,269 4,269

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

雑費 23 学会参加費 23 学会参加費

（　　　　　　　）

旅費交通費 62 学会参加旅費 62 学会参加旅費

報酬・委託料 241 解析委託 241 DNAｼｰｹﾝｽ解析

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,943 研究用消耗品 3,943 試薬（3,256）、器具（515）、実験動物（0）その他（172）

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

計 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 1,901 1,901

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 1,901 965 Direct-Q UV5 Remote

図　　　　書

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

報酬・委託料 119 校正料、研究委託費用 119 論文英文校正料、メラトニン解析委託費用

（　　　　　　　）
修繕費 190 研究機器修繕費 190

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,890 研究用消耗品

BIOMEK2000修理一式

5,890

計 6,199 6,199

試薬（949）、器具（4,110）、実験動物（0）、その他（831）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25

936 Veriti96wellｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ



（様式２）

131102法人番号
プロジェクト番号 S１１０１０２２

テーマ番号３：リズム障害から観た疾患成因の解明と診断法の確立
  平成 年度

テーマ番号３：リズム障害から観た疾患成因の解明と診断法の確立
  平成 年度

修繕費 896 研究機器修繕費 896 ＤＮＡアナライザ修理

実人数　1人

2,945 研究補助 2,944

時給　1,400円，年間時間数　850時間
実人数　1人

4,675 研究補助 4,675

人件費支出 時給　820円，年間時間数　2,680時間
（兼務職員）

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 453

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 453 実験・研究用機器 453 Ａｐｐｌｅ MacBook（191）、冷凍保存容器（262）

教育研究経費支出
計 2,945

（兼務職員） 実人数　2人

計 7,212

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　　　　　　　）

人件費支出 時給　830円，年間時間数　1,692時間

印刷製本費 16 印刷費 16 角2封筒

報酬・委託料 1,927 校正料、研究委託費用 939 英文校正料、ノックアウトマウスの作出料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,373 4,373 試薬（443）、器具（3,266）、実験動物（0）、その他（664）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 1,314 1,314

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,314 189 研究データ解析用PC

計 4,675 4,675

実人数　3人

990 バイオクリーンベンチ一式

教育研究経費支出

計 4,651 4,651

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 3,625 校正料、研究委託費用 3,625 論文英文校正料、遺伝子解析委託費用

（　　　　　　　）

印刷製本費 99 印刷費 99 行動記録日誌印刷代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 791 研究用消耗品 791

年　　　度 26

試薬（91）、器具（56）、実験動物（0）、その他（644）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

修繕費 136 研究機器修繕費 136 携帯型自動血圧計修理費用

135 アスピレーター

時給　1,420円，年間時間数　971時間



１３　研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

（部門名）統合生理学部門

査
読
の
有
無

通し番号

有 Ａ1

有 Ａ2

有 ＊Ａ3

有 ＊Ａ4

有 Ａ5

有 Ａ6

有 Ａ7

有 ＊Ａ8

有 ＊Ａ9

有 ＊Ａ10

有 Ａ11

◎Kurita H, Xu KY, Maejima Y, Nakata M, Dezaki K, Santoso P, Yang Y, Arai T, Gantulga 
D, Muroya S, Lefor AK, Kakei M, Watanabe E, Yada T: Arcuate Na+,K+-ATPase senses 
systemic energy states and regulates feeding behavior through glucose-inhibited neurons. Am 
J Physiol Endocrinol Metab. 309(4):E320-E333, 2015

◎Iwasaki Y, Dezaki K, Kumari P, Kakei M, Yada T: Ghrelin counteracts insulin-induced 
activation of vagal afferent neurons via growth hormone secretagogue receptor. Neuropeptides 
52:55-60, 2015

Kamiide Y, Inomata N, Furuya M, Yada T: Ghrelin ameliorates catabolic conditions and 
respiratory dysfunction in a chronic obstructive pulmonary disease model of chronic cigarette 
smoke-exposed rats. Eur J Pharmacol. 755:88-94, 2015

Fujitsuka N, Asakawa A, Morinaga A, Amitani MS, Amitani H, Katsuura G, Sawada Y, Sudo 
Y, Uezono Y, Mochiki E, Sakata I, Sakai T, Hanazaki K, Yada T, Yakabi K, Sakuma E, Ueki 
T, Niijima A, Nakagawa K, Okubo N, Takeda H, Asaka M, Inui A: Increased ghrelin signaling 
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ディアンリズムと循環器疾患 : 医歯薬出版株式会社 : 4 頁 : 2015
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duration, insomnia and hypertension．日本臨床　増刊号　最新臨床睡眠学　睡眠
障害の基礎と臨床、日本臨床社、6頁、2013
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、メジカルビュー社、132頁、2013
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苅尾七臣：Viewpoint；高血圧治療は画一緩和ガイドラインから主治医が考える個別
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under ABI detection.　Clinic 門診, 3頁、2014

星出聡、苅尾七臣：特集：血圧サーカディアンリズム　III.血圧サーカディアンリ
ズムに基づく高血圧サブタイプ－病態、診断および管理法－．早朝高血圧・血圧
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Update．In 動脈硬化予防．メジカルビュー社、6頁、2011
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永井道明、苅尾七臣：特集：早朝高血圧・夜間高血圧　「早朝・夜間高血圧と睡眠
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との関連をみる」．In Life Style Medicine．先端医学社、6頁、 2011
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圧変動 Update．In 動脈硬化予防．メジカルビュー社、12頁、2011

苅尾七臣：「特集　血圧変動　Update」．In 動脈硬化予防．メジカルビュー社、企
画立案、112頁、2011
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中田正範、Darambazar Gantulga、王磊、矢田俊彦：室傍核NUCB2/nesfatin-1ニュー
ロンによる摂食調節．第120回日本解剖学会総会・全国学術集会第92回日本生理学会
大会合同大会(神戸) 2015年3月21日～23日

小沢一世、岩﨑有作、矢田俊彦：GLP-1 末梢投与によるアドレナリン分泌促進．第
35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24日～25日

山田穂高、吉田昌史、伊藤聖学、出崎克也、川上正舒、石川三衛、矢田俊彦、加計
正文：GPR40シグナルは背景電流を増加させ膵 細
る．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21日～24日

出崎克也、Sukma Rita Rauza、倉科智行、加計正文、矢田俊彦：膵 
ネルを標的としたインスリン分泌機能改善．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下
関) 2015年5月21日～24日

王磊、中田正範、矢田俊彦：室傍核NUCB2/Nesfatin-1ノックダウンマウスの解析：
摂食概日リズム障害と内臓肥満．第88回日本内分泌学会学術総会(東京) 2015年4月
23日～25日

吉田昌史、出崎克也、内田邦敏、石川三衛、川上正舒、富永真琴、矢田俊彦、加計
正文：新規インスリン分泌惹起経路としてのTrpm2チャネル．第88回日本内分泌学会
学術総会(東京) 2015年4月23日～25日

岩﨑有作、前島裕子、吉田昌史、須山成朝、加計正文、矢田俊彦：末梢オキシトシ
ン→求心性迷走神経→脳」軸の活性化による過食・肥満抑制．第88回日本内分泌学
会学術総会，2015．4.23-25，東京

岩崎有作、前島裕子、吉田昌史、荒井健、須山成朝、桂田健一、中林肇、加計正
文、矢田俊彦：末梢Oxytocin は求心性迷走神経を活性化して摂食を抑制する．第
120回日本解剖学会総会・全国学術集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸) 
2015年3月21日～23日

Enkh-Amar Ayush、岩﨑有作、岩本禎彦、矢田俊彦：グルカゴンは求心性迷走神経に
直接作用し活性化させる：摂食調節への役割．第120回日本解剖学会総会・全国学術
集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸) 2015年3月21日～23日

出崎克也、Rita Rauza Sukma、加計正文、矢田俊彦：Kv2.1チャネル阻害はGLP-1 誘
発インスリン分泌を増強し2 型糖尿病の耐糖能を改善する．第120回日本解剖学会総
会・全国学術集会第92回日本生理学会大会合同大会(神戸) 2015年3月21日～23日

矢田俊彦：中枢神経/末梢投与オキシトシンによる摂食調節機構と肥満症治療基盤．
第158回日本獣医学会学術集会生理学・生化学分科会シンポジウム(十和田) 2015年9
月7日～9日

伊藤聖学、吉田昌史、山田穂高、出崎克也、大河原晋、川上正舒、田部井薫、矢田
俊彦、加計正文：膵 細
路．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21日～24日

岩﨑有作、Enkh-Amar Ayush、岩本禎彦、中林肇、加計正文、矢田俊彦：グルカゴン
はグルカゴン受容体を介して求心性迷走神経を活性化する．第58回日本糖尿病学会
年次学術集会(下関) 2015年5月21日～24日

出崎克也、Sukma Rita Rauza、加計正文、矢田俊彦：膵 
1のインスリン分泌促進作用を仲介する．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 
2015年5月21日～24日

吉田昌史、出崎克也、中田正範、内田邦敏、伊藤聖学、山田穂高、富永真琴、川上
正舒、矢田俊彦、加計正文：新規ブドウ糖刺激インスリン分泌惹起経路としてのT 
rpm2チャネル．第58回日本糖尿病学会年次学術集会(下関) 2015年5月21日～24日
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李恩旭、中田正範、矢田俊彦：新規膵 
その病態的意義．第57回日本糖尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5月22日～24日

中田正範、Gantulga Darambazar、小平美里、李恩旭、矢田俊彦：視床下部室傍核を
介した代謝・食欲・血圧連関．第57回日本糖尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5
月22日～24日

小平美里、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦：AngiotensinⅡの新規中枢標的：室傍核
Nesfatin-1ニューロン．第51回日本臨床分子医学会学術集会(東京) 2014年4月11日
～12日

出崎克也、リタ　スクマ　ラウザ、ボルドバーター　ダムディンドルジェ、矢田俊
彦：グレリンはGLP-1 のインクレチン効果を抑制する．第91回日本生理学会大会(鹿
児島) 2014年3月16日～18日

前島裕子，佐久間和哉，下村健寿，矢田俊彦：室傍核オキシトシンの弓状核POMC 
ニューロンを介した新規摂食抑制神経経路．第91回日本生理学会大会(鹿児島) 2014
年3月16日～18日

前川文彦、藤原研、鳥谷真佐子、野原恵子、矢田俊彦：全身エネルギー代謝におけ
るBDNF の役割と糖尿病性内臓肥満症における治療可能性．第91回日本生理学会大会
(鹿児島) 2014年3月16日～18日

岩﨑有作、矢田俊彦：膵ホルモンは求心性迷走神経を介して脳に作用し、食欲を調
節する．第91回日本生理学会大会(鹿児島) 2014年3月16日～18日

出崎克也、矢田俊彦：Zucker Fattyラットの肥満初期における血中グレリン動態．
第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

楊怡飛、前島裕子、佐久間和哉、オトゴンウール　ゼセムドルジェ、プトラ　サン
トソ、岩﨑有作、下村健寿、矢田俊彦：抗肥満作用のある抗鬱剤ブプロピオンがイ
ンスリン分泌に与える影響．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

桂田健一、前島裕子、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦：脳の内因性GLP-1 は視床下
部室傍核に作用し摂食を抑制する．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24日～25
日

岩﨑有作、前島裕子、吉田昌史、荒井健、須山成朝、桂田健一、中林肇、加計正
文、矢田俊彦：オキシトシン末梢投与による求心性迷走神経を介した摂食抑制作
用．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24日～25日

河野大輔、佐々木努、小島至、北村忠弘、矢田俊彦：視床下部弓状核の甘味受容体
による摂食調節機構．第35回日本肥満学会(宮崎) 2014年10月24日～25日

中田正範、小平美里、王磊、李恩旭、矢田俊彦：低血糖に対する糖代謝応答におけ
るPituitary adenylate cyclaseactivatingpolypeptide の意義．第35回日本肥満学
会(宮崎) 2014年10月24日～25日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Ayush Enkh-Amar、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦：インスリンによる求心性迷走神経の活性
化：過食・肥満IRS2 KO マウスにおける障害および膵臓内パラクリン作用．第68回
日本栄養・食糧学会大会(札幌) 2014年5月30日～6月1日

出崎克也、Rita Rauza Sukma、Boldbaatar Damdindorj、加計正文、矢田俊彦：グレ
リンはGLP-1の膵 
年次学術集会(大阪) 2014年5月22日～24日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Ayush Enkh-Amar、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦：インスリンによる求心性迷走神経の活性
化と過食・肥満・糖尿病を呈するIRS2欠損マウスにおけるその障害．第57回日本糖
尿病学会年次学術集会(大阪) 2014年5月22日～24日
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李恩旭、小平美里、中田正範、矢田俊彦：高脂肪食負荷による肝臓LAR Tyrosine 
Phosphatase発現増強とインクレチンPACAPの役割．第34回日本肥満学会(東京) 2013
年10月11日～12日

前島裕子、佐久間和哉、楊怡飛、Otgon-Uul Zesemdorj、Putra Santoso、下村健
寿、矢田俊彦：室傍核オキシトシン―弓状核POMCの双方向性摂食抑制神経経路．第
34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

中田正範、Gantulga Darambazar、小平美里、矢田俊彦：室傍核Nesfatin-1/NUCB2
ニューロンによる代謝・循環調節．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12
日

矢田俊彦、ボルトバーターダムディンドルジェ、倉科智行、曽根英行、リタラウ
ザ、加計正文，出崎克也：GLP-1による膵島 
泌促進はグレリンにより抑制される．第90回日本生理学会大会(東京) 2013年3月27
日～29日

出崎克也、加計正文、矢田俊彦：グレリン受容体シグナルとしての膵 細
ネル．第90回日本生理学会大会(東京) 2013年3月27日～29日

出崎克也、Damdindorj Boldbaatar、Rita Rauza、矢田俊彦：グレリンのよる膵 
胞cAMPシグナルを介したインスリン分泌抑制．第86回日本薬理学会年会(福岡) 2013
年3月21日～23日

出崎克也、Boldbaatar Damdindorj、加計正文、矢田俊彦：グレリンの膵 
スリン分泌抑制作用におけるcAMPシグナルの関与．第33回日本肥満学会(京都) 2012
年10月11日～12日

Rauza Sukma Rita、出崎克也、矢田俊彦：Glucose-induced insulin release is 
enhanced by blockade of Kv2.1 channels in β-cell．第34回日本肥満学会(東京) 
2013年10月11日～12日

小平美里、矢田俊彦：摂食・代謝中枢室傍核Nesfatin-1ニューロンのAngiotensinⅡ
応答．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

荒井健、前島裕子、藤塚直樹、矢田俊彦：5-HTによるARCPOMCニューロン活性化に対
する六君子湯とisoliquiritigeninの抑制作用．第34回日本肥満学会(東京) 2013年
10月11日～12日

田口昌延、出崎克也、服部智久、春田英律、小泉大、細谷好則、佐田尚宏、安田是
和、矢田俊彦：胃全摘ラットの摂食・体重低下に対する六君子湯の改善効果．第34
回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

桂田健一、前島裕子、中田正範、苅尾七臣、矢田俊彦：GLP-1は視床下部室傍核の摂
食関連ペプチドニューロンを活性化する．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11
日～12日

オトゴンウール　ゼセムドルジェ、前島裕子、佐久間和哉、楊怡飛、下村健寿、矢
田俊彦：末梢投与オキシトシンの抗肥満・抗メタボリックシンドローム効果．第34
回日本肥満学会，第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日

プトラ　サントソ、前島裕子、楊怡飛、オトゴンウール　ゼセムドルジェ、佐久間
和哉、下村健寿、矢田俊彦：室傍核（PVN）のnesfatin-1/NUCB2ニューロンはPACAP
によって制御されている．第34回日本肥満学会(東京)2013年10月11日～12日

岩﨑有作、下村健寿、河野大輔、出崎克也、Enkh-Amar Ayush、中林肇、窪田直人、
門脇孝、加計正文、中田正範、矢田俊彦：膵臓を支配する求心性迷走神経は膵臓か
ら分泌されるインスリンを効率良く受容する．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10
月11日～12日

河野大輔、小島至、北村忠弘、矢田俊彦：甘味受容体による視床下部弓状核ニュー
ロンの活性調節．第34回日本肥満学会(東京) 2013年10月11日～12日
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堀口幸太郎、藤原 研、塚田岳大、八子英司、舘野こずえ、長谷川瑠美、瀧上 周、
大迫俊二、屋代 隆、加藤たか子、加藤幸雄：下垂体前葉組織発達におけるS100β陽
性細胞の挙動．第42回日本神経内分泌学会学術集会（仙台） 2015年9月18日～19日

Maliza R, Fujiwara K, Batchuluun K, Kikuchi M, Yashiro T, Soji T: Gene 
expression analysis of folliculostellate cells in ‘transitional zone’ of 
anterior pituitary gland of rat – special relevance to circadian rhythm –. 
第30回日本下垂体研究会学術集会（宇奈月温泉） 2015年8月5日～7日

Tofrizal A, Azuma M, Tsukada T, Fujiwara K, Horiguchi K, Yashiro T, Yamada 
S: Identification of tissue inhibitor of matrix-metalloproteinases 
expressing cells in human anterior pituitary gland. 第30回日本下垂体研究会
学術集会（宇奈月温泉） 2015年8月5日～7日

岩崎有作、加計正文、中林肇、矢田俊彦：インスリンの求心性迷走神経活性化作用
はGLP-1 により増強され、ghrelin により抑制される．第89回日本生理学会大会(松
本) 2012年3月29日～31日

Gantulga Darambazar、前島裕子、中田正範、矢田俊彦：視床下部室傍核nesfatin-1
ニューロンのレプチン、CCKによる活性化．第32回日本肥満学会(淡路) 2011年9月23
日～24日

Sedbazar Udval、前島裕子、中田正範、矢田俊彦：OLETFラットの過食・肥満は孤束
核POMCと室傍核オキシトシンの低下による．第32回日本肥満学会(淡路) 2011年9月
23日～24日

前島裕子、Udval Sedbazar、中田正範、森昌朋、矢田俊彦：視床下部室傍核
Nesfatin-1- Oxytocinによる摂食調節と病態的意義．第32回日本肥満学会(淡路) 
2011年9月23日～24日

Tofrizal A, Fujiwara K, Yashiro T, Yamada S: Collagen producing cells and 
their role in the extracellular matrix of pituitary adenoma．第19回日本内分
泌病理学会学術総会（佐賀） 2015年10月24日～25日

矢田部 恵、藤原 研、Tofrizal Alimmudin、屋代 隆、西村 智、永井良三：エスト
ロゲン誘発プロラクチノーマモデルラットの下垂体前葉におけるM2マクロファージ
の同定．第19回日本内分泌病理学会学術総会（佐賀） 2015年10月24日～25日

Maliza R, Fujiwara K, Yashiro T: Retinoic acid regulates Ghrhr and Ghsr 
expression in rat anterior pituitary cells. 第42回日本神経内分泌学会学術集
会（仙台） 2015年9月18日～19日

藤原 研、Rita Maliza、屋代 隆：ラットを用いたプロラクチノーマ形成過程におけ
るミッドカイン、プレイオトロフィンの発現動態．第42回日本神経内分泌学会学術
集会（仙台） 2015年9月18日～19日

前島裕子、岩﨑有作、Sedbazar Udval、矢田俊彦：オキシトシンの生理的摂食調節
作用と末梢投与による抗肥満効果．第33回日本肥満学会(京都) 2012年10月11日～12
日

岩崎有作、加計正文、中林肇、矢田俊彦：インスリンの求心性迷走神経への直接作
用、そのGLP-1 による増強とグレリンによる抑制．第66回日本栄養・食糧学会大会
(仙台) 2012年5月18日～20日
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Tsukada T, Ramadhani D, Syaidah R, Yashiro T: Transforming growth factor 
beta 2 from folliculostellate cells induces collagen synthesis in pericytes 
of rat anterior pituitary gland. 第120回日本解剖学会総会・全国学術集会、第
92回日本生理学会大会合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日

Azuma M, Batchuluun K, Horiguchi K, Yashiro T: Extracellular matrix actions 
in rat anterior pituitary gland: I. Its effect on hormone release from 
gonadotrophs. 第120回日本解剖学会総会・全国学術集会、第92回日本生理学会大会
合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日

Batchuluun K, Azuma M, Yashiro T, Kikuchi M: E-cadherin mediates Notch 
signaling in the rat anterior pituitary. 第120回日本解剖学会総会・全国学術
集会、第92回日本生理学会大会合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日

Azuma M, Batchuluun K, Fujiwara K, Tsukada T, Kikuchi M, Yashiro T: 
Identification of tissue inhibitors of metalloproteinases-expressing cells 
in rat anterior pituitary gland. 第39回日本比較内分泌学会大会（岡崎） 2014
年11月7日～9日

Ramadhani D, Tsukada T, Syaidah R, Yashiro T: Immunohistochemical analysis 
of laminin isoform expression in diethylstilbestrol (DES)-treated rat as 
prolactinoma model. 第18回日本内分泌病理学会学術総会（東京） 2014年11月1日
～2日

Tofrizal A, Fujiwara K, Yashiro T, Jindatip D, Yamada S: Collagen producing 
cells in human pituitary adenoma and their relations with consistency of 
tumors tissue. 第18回日本内分泌病理学会学術総会（東京） 2014年11月1日～2日

Maliza R, Fujiwara K, Kouki T, Yashiro T: Retinoic acid induces expression 
of growth hormone releasing hormone receptor and growth hormone 
secretagogue receptor in rat anterior pituitary cell. 第18回日本内分泌病理
学会学術総会（東京） 2014年11月1日～2日

堀口幸太郎、吉田彩舟、藤原 研、樋口雅司、塚田岳大、加藤たか子、舘野こずえ、
長谷川瑠美、瀧上 周、大迫俊二、屋代 隆、加藤幸雄：下垂体前葉内S100タンパク
質陽性細胞から分泌されるケモカインCXCL10のIFN-γによる制御．第41回日本神経
内分泌学会学術集会（東京） 2014年10月31日～11月2日

堀口幸太郎、舘野こずえ、藤原 研、塚田岳大、八子英司、長谷川瑠美、瀧上 周、
大迫俊二、屋代 隆、加藤たか子、加藤幸雄：下垂体前葉の生後発達におけるS100β
陽性細胞の挙動とその制御機構の解明．第30回日本下垂体研究会学術集会（宇奈月
温泉） 2015年8月5日～7日

矢田部 恵、藤原 研、Tofrizal Alimmudin、屋代 隆、西村 智、永井良三：ラット
下垂体前葉におけるM2マクロファージの同定．第30回日本下垂体研究会学術集会
（宇奈月温泉） 2015年8月5日～7日

堀口幸太郎、吉田彩舟、藤原 研、樋口雅司、塚田岳大、加藤たか子、舘野こずえ、
長谷川瑠美、瀧上 周、大迫俊二、屋代 隆、加藤幸雄：下垂体前葉内S100タンパク
質陽性細胞から分泌されるケモカインCXCL10はCRF刺激性ACTH分泌を抑制する．第88
回日本内分泌学会学術総会（東京） 2015年4月23日～25日

Maliza R, Fujiwara K, Yashiro T: Analysis of the effect of retinoic acid on 
anterior pituitary cell functions in adult rat. 第120回日本解剖学会総会・全
国学術集会、第92回日本生理学会大会合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日

Tofrizal A, Fujiwara K, Yashiro T, Jindatip D, Yamada S: Analysis of 
collagen producing cells in human anterior pituitary gland; normal 
pituitary and pituitary adenoma. 第120回日本解剖学会総会・全国学術集会、第
92回日本生理学会大会合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日

Fujiwara K, Maliza R, Yatabe M, Kouki T, Yashiro T: Expression of heparin-
binding growth factor midkine/pleiotrophin family in the estrogen induced 
prolactinoma of rat.第120回日本解剖学会総会・全国学術集会、第92回日本生理学
会大会合同大会（神戸） 2015年3月21日～23日
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Fujiwara K, Maliza R, Tofrizal A, Kikuchi M, Yashiro T: Expression of midkine/pleiotrophin 
family in the developing pituitary gland of rat. 16th International Congress of 
Endocrinology/The Endocrine Society’s 95th Annual Meeting, Chicago, USA, June 21-24, 
2014
Tsukada T, Azuma M, Ramadhani D, Batchuluun K, Yashiro T: Folliculostellate Cells Are 
Required for Laminin Release from Gonadotrophs in Rat Anterior Pituitary Gland. 16th 
International Congress of Endocrinology/The Endocrine Society’s 95th Annual Meeting, , 
Chicago, USA, June 21-24, 2014

塚田岳大、屋代 隆：下垂体前葉細胞のクロストーク―三次元培養法を用いた新たな
アプローチ―．第87回日本内分泌学会学術総会（福岡） 2014年4月24日～26日

高橋和広、矢田部 恵、 藤原 研、廣瀬卓男、戸恒和人、屋代 隆：プロレニン受容
体mRNAのラット下垂体前葉における発現と前葉ホルモンとの関係．第40回日本神経
内分泌学会学術集会（宮崎） 2013年10月25日～26日

堀口幸太郎、吉田彩舟、藤原 研、樋口雅司、加藤たか子、舘野こずえ、長谷川瑠
美、瀧上 周、大迫俊二、屋代 隆、加藤幸雄：ラット下垂体前葉に存在する樹状細
胞様S100タンパク陽性細胞の単離．第40回日本神経内分泌学会学術集会（宮崎） 
2013年10月25日～26日

Batchuluun K, Azuma M, Yashiro T, Kikuchi M: Histological and functional 
characterization of Notch signaling in the adult rat pituitary gland. 第41
回日本神経内分泌学会学術集会（東京） 2014年10月31日～11月2日

塚田岳大、藤原 研、屋代 隆：ラット下垂体前葉におけるTGFb2の作用とTGFb受容体
の組織内局在．第55回日本組織細胞化学会総会・学術集会（松本） 2014年9月27日
～28日

Maliza R, Fujiwara K, Yashiro T: Retinoic acid stimulated expression of 
growth hormone secretagogue receptor (GHS-R) in anterior pituitary cells of 
adult rat. 第29回日本下垂体研究会学術集会（八王子） 2014年8月8日～10日

Tofrizal A, Fujiwara K, Yashiro T, Yamada S: Collagen producing cells in 
human anterior pituitary gland; normal pituitary gland and pituitary 
adenoma. 第29回日本下垂体研究会学術集会（八王子） 2014年8月8日～10日

塚田岳大、Ramadhani Dini、藤原 研、矢田部恵、喜幸 富、屋代 隆：ラット下垂体
前葉における濾胞星状細胞と周皮細胞の相互作用：Transforming growth factor 
beta2 を介したコラーゲン合成．第29回日本下垂体研究会学術集会（八王子） 2014
年8月8日～10日

Ramadhani D, Tsukada T, Yashiro T: Alteration of laminin isoform expression 
in pituitary adenoma of diethylstilbestrol (DES)-treated rat. 第29回日本下
垂体研究会学術集会（八王子） 2014年8月8日～10日

堀口幸太郎、吉田彩舟、藤原 研、樋口雅司、塚田岳大、加藤たか子、舘野こずえ、
長谷川瑠美、瀧上 周、大迫俊二、屋代 隆、加藤幸雄：樹状細胞様S100 タンパク質
陽性細胞から分泌されるケモカインCXCL10 の機能解析．第29回日本下垂体研究会学
術集会（八王子） 2014年8月8日～10日

東 森生、Khongorzul Batchuluun、堀口幸太郎、屋代 隆：ラット下垂体前葉におけ
るtissue inhibitor of metalloproteinase 発現細胞の同定．第29回日本下垂体研
究会学術集会（八王子） 2014年8月8日～10日

Batchuluun K, Azuma M, Yashiro T, Kikuchi M, Effect of Notch2 signaling on 
cell proliferation and SOX2 expression in S100b-positive cells in the adult 
rat pituitary gland. 第29回日本下垂体研究会学術集会（八王子） 2014年8月8日
～10日

藤原 研、Rita Maliza、矢田部 恵、屋代 隆：ラット下垂体におけるヘパリン結合
性成長因子：プレイオトロフィンの発現動態．第41回日本神経内分泌学会学術集会
（東京） 2014年10月31日～11月2日
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菊地元史、丹籐由希子、藤原 研、屋代 隆：Notchシグナリングによる下垂体前葉
S100陽性細胞の増殖制御. 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会 (香川県高松
市)  2013年3月28日～30日

Rahimi Syaidah, Kotaro Horiguchi, Dini Ramadhani, Takehiro Tsukada, Takashi 
Yashiro:Laminin and collagen modulate expression of fibromodulin 
infolliculo-stellate cells of anterior pituitary gland. 第118回日本解剖学会
総会・全国学術集会  (香川県高松市)  2013年3月28日～30日

藤原 研、Rita Maliza、Khongorzul Batchuluun、Dini Ramadhani、矢田部恵、塚田
岳大、屋代 隆：胎生ラット下垂体におけるミッドカインの発現. 第28回日本下垂体
研究会、(岩手) 2013年8月7日～9日

Syaidah R, Horiguchi K, Ramadhani D, Tsukada T, Yashiro T: Laminin and collagen type-I 
modulate fibromodulin expression in FS cells of anterior pituitary gland. The Endocrine 
Society’s95th Annual Meeting & Expo. June 15-18 2013,San Francisco.

Ramadhani D, Tsukada T and Yashiro T: Laminin isoform expression during the anterior 
pituitary development of rat. The Endocrine Society’s95th Annual Meeting & Expo. June 15-
18 2013, San Francisco.

Tsukada T, Fujiwara K, Ramadhani D, Kouki T, Kikuchi M and Yashiro T: Folliculostellate 
cells interact with microvessel mural cell ‘pericyte’ to maintain collagen arrangement in rat 
anterior pituitary. The Endocrine Society’s95th Annual Meeting & Expo. June 15-18 
2013,San Francisco.

Fujiwara K, Horiguchi K, Jindatip D, Ly F and Yashiro T:Identification of midkine-
expressing cell in the anterior pituitary gland of adult rats. The Endocrine Society’s95th 
Annual Meeting & Expo. June 15-18 2013,San Francisco.

Yako H, Higuchi M, Yoshida S, Horiguchi K , Fujiwara K, Kanno N, chen M, Ueharu H, 
Tsuda M , Kato T, Yashiro T  and Kato Y :S100-posiyive cells (follicle satellite cell)drove 
from two different origins in the rat pituitary.The Endocrine Society’s95th Annual Meeting & 
Expo. June 15-18 2013,San Francisco.

塚田岳大、屋代 隆：下垂体前葉の組織構築における濾胞星状細胞の役割-3事件培養
法を用いた解析. 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会 (香川県高松市)  2013
年3月28日～30日

藤原 研 、Depicha Jindatip、堀口幸太郎、矢田部恵、屋代 隆：ラット下垂体前葉
濾胞星状細胞で産生されるヘパリン結合性長因子ミッドカインはレチノイン酸によ
り誘導される：第118回日本解剖学会総会・全国学術集会 (香川県高松市)  2013年3
月28日～30日

堀口幸太郎、Rahimi Syaidah、Floren Ly、藤原 研、屋代 隆：下垂体発生段階にお
ける細胞膜型プロテオグリカン発現細胞の観察. 第118回日本解剖学会総会・全国学
術集会 (香川県高松市)  2013年3月28日～30日

藤原 研、東 森生、屋代 隆：ヘパリン結合性成長因子midkineの胎生ラット下垂体
におけるin situ hybridization法による発現様式の検討．第38回日本比較内分泌学
会大会及びシンポジウム（宮崎） 2013年10月25日～26日

藤原　研、矢田部　恵、屋代　隆、廣瀬　卓男、戸恒　和人、高橋　和広：ラット
下垂体前葉におけるプロレニン受容体の免疫組織化学とin situ hybridizationによ
る検出．第17回日本内分泌病理学会学術総会（横浜） 2013年10月4日～5日

堀口幸太郎、吉田彩舟、藤原 研、樋口雅司、加藤たか子、大迫俊二、屋代 隆、加藤幸雄：

下垂体前葉に存在するS100タンパク陽性細胞の不均一性の探求. 第28回日本下垂体研究
会  (岩手)   2013年8月7日～9日

屋代 隆、Depicha Jindatip、Alimuddin Tofrizal、幸喜富、東 森生、菊地元史、
堀口幸太郎：ラット下垂体前葉における新規細胞腫の発見 –Desmin-immunopositive 
Perivascular Cell-. 第28回日本下垂体研究会 (岩手)  2013年8月7日～9日
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堀口幸太郎、Rahimi Syaidah、藤原 研、屋代 隆：下垂体前葉におけるシンデカン
遺伝子発現細胞の同定とその機能. 第39回日本神経内分泌学会学術集会 (北九州市) 
2012年9月28日～29日

菊地元史、丹籐由希子、藤原 研、屋代 隆：生体ラット下垂体におけるNotchシグナ
リング. 第27回日本下垂体研究会 (山形県天童市)  2012年8月9日～11日

藤原 研、Depicha Jindatip、堀口幸太郎、塚田岳大、屋代 隆：マイクロアレイを
用いたラット濾胞星状細胞における遺伝子発現解析-新規傍分泌因子ミットカインの
同定-.第27回日本下垂体研究会 (山形県天童市)  2012年8月9日～11日

堀口幸太郎、Rahimi Syaidah、Dini Ramadhani、藤原 研、屋代 隆:下垂体前葉にお
けるプロデオグリカン遺伝子発現細胞の同定. 第27回日本下垂体研究会 (山形県天
童市)  2012年8月9日～11日

塚田岳大、Dini Ramadhani、幸喜 富、藤原 研、屋代 隆:下垂体前葉LH細胞のラミ
ニン分泌に対する濾胞星状細胞の関与. 第27回日本下垂体研究会 (山形県天童市)  
2012年8月9日～11日

Rahimi Syaidah、堀口幸太郎、Dini Ramadhani、塚田岳大、屋代 隆:Laminin up-
ragulates fibromodulin expression in folliculo-stellate cells f rat 
anterior pituitary gland.第27回日本下垂体研究会 (山形県天童市)  2012年8月9
日～11日

堀口幸太郎、屋代 隆：細胞外マトリックスによる濾胞星状細胞の機能調節、さらに
濾胞星状細胞による下垂体前葉の機能維持.第89回日本生理学会大会 (長野県松本
市) 2012年3月29日～31日

Dini Ramadhani、塚田岳大、屋代 隆：Expression of laminin isoforms during 
anteriorpituitary development in the rat.第117回日本解剖学会総会・全国学術
集会 (山梨県甲府市)  2012年3月26日～28日

Dini Ramadhani,　塚田岳大、幸喜富、菊地元史、屋代 隆：Alteration of laminin 
isoform expression during the anterior pituitary development of rats.第118
回日本解剖学会総会・全国学術集会  (香川県高松市)  2013年3月28日～30日

Depicha J, Fujiwara K, Yashiro T: Characteristics of pericytes and novel desmin-
immunopositive perivasclar cells in rat anterior pituitary gland.2nd Intertional Anatomical 
Sciences and cell Bioiogy Conference IASCBC2012, Chiang Mai, Thailand, Dec6-8, 2012

塚田岳大、Ramadhani Dini、藤原 研、幸喜富、堀口幸太郎、屋代 隆：ラット下垂
体前葉における濾胞星状細胞とLH細胞の細胞間相互作用：基底膜構築への関与. 第
37回日本比較内分泌学会大会・シンポジウム (福井県福井市)  2012年11月29日～12
月1日

藤原 研、堀口幸太郎、Depicha Jindatip、菊地元史、屋代 隆：ラット下垂体前葉
のS100タンパク陽性細胞が産生する分泌性細胞成長因子の解析. 第37回日本比較内
分泌学会大会・シンポジウム (福井県福井市)  2012年11月29日～12月1日

菊地元史、丹籐由希子、藤原 研、屋代 隆：ラット腺下垂体S100タンパク陽性細胞
にみられるNotchシグナリング.第37回日本比較内分泌学会大会・シンポジウム (福
井県福井市)  2012年11月29日～12月1日

Dini Ramadhani、塚田岳大、藤原 研、屋代 隆：Changes in laminin isoforms 
during the development of rat anterior pituitary. 第16回日本内分泌病理学会
学術集会 (宮城県仙台市)  2012年10月11日～12日

屋代 隆、Depicha Jindatip、幸喜 富、藤原 研：ラット下垂体前葉にみられる新規
Desmin-immunopsitive Perivascular Cell.第16回日本内分泌病理学会学術集会  
(宮城県仙台市) 2012年10月11日～12日
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Jindatip D、Fujiwara K、Kouki T、Yashiro T:Castration induces morphological 
changes of pericytes in rat anterior pituitary Gland. 第26回日本下垂体研究
会（倉敷市）2011年8月25日

塚田岳大、Dini Ramadhani1、幸喜富、Mohamad Reza、屋代 隆：下垂体前葉細胞の3
次元培養法を用いた細胞外マトリックス構築メカニズムの解析.第26回日本下垂体研
究会（倉敷市）2011年8月25日

Yashiro T: A new regulatory system of anterior pituitary cell function. 基
調講演: Internation Symposium on A New Regulatory System of Anterior 
Pituitary Cell Function and Its Clinical Impact, Padan, June 14,2011

塚田岳大、Dini Ramadhani、Depicha Jindatip、幸喜 富、屋代 隆：周皮細胞のコ
ラーゲン産生における下垂体濾胞星状細胞の役割.第117回日本解剖学会総会・全国
学術集会 (山梨県甲府市)  2012年3月26日～28日

堀口幸太郎、屋代 隆：下垂体前葉における細胞外マトリックスの存在意義.第117回
日本解剖学会総会・全国学術集会 (山梨県甲府市)  2012年3月26日～28日

藤原 研、Mohamad　Reza、屋代 隆：ラット下垂体前葉濾胞星状細胞における遺伝子
発現解析によるへパリン結合性成長因子ミッドカインの同定.第117回日本解剖学会
総会・全国学術集会 (山梨県甲府市)  2012年3月26日～28日

菊地元史、丹籐由希子、高橋小季、楠本憲司、屋代 隆：ラット下垂体前葉の各種ホ
ルモン産生細胞特異的な表面糖鎖の探索と細胞純化への応用. 内分泌ウイーク2011
～第38回日本神経内分泌学会学術集会 (東京)  2011年11月23～24日

Jindatip D, Fujiwara K, Kouki T, Yashiro T:Electron microscopic analyses of 
pericytes in the rat anterior pituitary gland. 内分泌ウイーク2011～第38回日
本神経内分泌学会学術集会 (東京)  2011年11月23～24日

Jindatip D, Fujiwara K, Kouki T, Yashiro T:「Identification of pericytes 
and their morphological changes in the anterior pituitary gland castrated 
rats」第10回自治医科大学シンポジウム（下野市）2011年9月2日

Ilmiawati C, Horiguchi K, Yashiro T:Matrix 「metalloproteinase-9 is 
required in anterior pituitary folliculostellate cell motility and 
proliferation under the influence of laminin.」第10回自治医科大学シンポジウ
ム （下野市）  2011年9月2日

矢田部恵、菊地元史、屋代 隆：ラット下垂体中葉の無顆粒細胞群内にみられる佳顆粒細胞

の電顕観察. 第26回日本下垂体研究会 （倉敷市）  2011年8月25日

堀口幸太郎、Cimi Ikmiawati、 屋代 隆：下垂体前葉内濾胞星状細胞におけるケモカイン

CXCL12の発現とその機能. 第26回日本下垂体研究会 （倉敷市） 2011年8月25日

Ilmiawati C、Horiguchi K、Yashiro T: Laminin modulated-matrix 
metalloproteinase-9 expression in folliculo-stellate cell of rat anterior 
pituitary gland.第26回日本下垂体研究会 （倉敷市）2011年8月25日

丹籐由希子、矢田部恵、屋代 隆、菊地元史：ラット下垂体中葉に見られるS100βタンパク質

性細胞. 第26回日本下垂体研究会 （倉敷市）　2011年8月25日

 丹籐由希子、矢田部恵、屋代 隆、菊地元史：ラット成体の下垂体におけるNotch受容体遺

伝子の発現. 第117回日本解剖学会総会・全国学術集会  (山梨県甲府市)  2012年3月26日
～28日
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高柳友紀、山下雅子、草間幹夫、尾仲達史：エネルギー代謝とストレスにおける
PrRP-オキシトシン系の働き. 第39回日本神経内分泌学会学術集会（北九州、福岡）
2012年9月28～29日

池田啓子、佐竹伸一郎、尾仲達史、竹田直樹、井本敬二、川上潔：DYT12モデルマウ
スの小脳抑制系神経伝達の変化. 第35回日本神経科学大会（Neuro2012）(名古屋）
2012年9月18～21日

山下雅子、尾仲達史、神部芳則、草間幹夫：摂食によるオキシトシン産生ニューロ
ンの活性化：そのメカニズムと機能に関する研究. 第58回日本口腔外科学会総会・学

術大会（福岡）2013年10月11日～13日

Onaka T, Takayanagi Y, Yoshida M：Stress and energy metabolisms: roles of PrRP and 
oxytocin. The 36th Naito Conference on“Molecular Aspects of Energy Balance and Feeding 
Behavior”Sapporo, Japan, September 10-13, 2013

Yoshida M, Takayanagi Y, Onaka T: The medial amygdala-medullary prolactin-releasing 
peptide neuron pathway mediates neuroendocrine responses to conditioned fear stimuli. 10th 
World Congress on Neurohpophysial Hormones(WCNH2013), Bristol, England, July 15-19, 
2013
Tovin V, Knobloch S, Grinevich V, Onaka T, Leng G, Ludwig M: Immunohistochemical 
characterisation of vasopressin neurons in the retina which project to the suprachiasmatic 
nucleus in rats. 10th World Congress on Neurohpophysial Hormones(WCNH2013),  Bristol, 
England, July 15-19, 2013
Tovin V, Tsuji T, Knobloch S, Onaka T, Grinevich V, Leng G, Ludwig M: Characterisation 
of vasopressin neurons in the retina which project to the suprachiasmatic nucleus in rats. 10th 
World Congress on Neurohpophysial Hormones(WCNH2013), Bristol, England, July 15-19, 
2013

尾仲達史：ストレス・摂食、そして社会行動—最近注目されるオキシトシンの働き．
第54回日本心身医学会総会ならびに学術講演会（横浜）2013年6月26～27日

吉田匡秀、高柳友紀、尾仲達史：恐怖記憶の想起による神経内分泌反応には内側扁
桃体‐延髄PrRP産生ニューロン経路が関与する. 第36回日本神経科学大会
（Neuro2013）（京都）2013年6月20～24日

高柳友紀、山下雅子、草間幹夫、尾仲達史： PrRP-オキシトシン系による摂食調節. 
第89回日本生理学会大会（松本）2012年3月29～31日

尾仲達史、高柳友紀、吉田匡秀：摂食とストレスと社会記憶におけるオキシトシン
の働き. 第117回日本解剖学会総会・全国学術集会（山梨）2012年3月26～28日

Onaka T: Roles of oxytocin and vasopressin in the control of social behavior. Satellite 
symposium of the 7th Asia and Oceania Society for Comparative Endocrinology (AOSCE) 
Congress, Penang, Malaysia, March 8-9, 2012

高柳友紀、吉田匡秀、尾仲達史：オキシトシンによる情動・社会行動の制御. 第92回
日本生理学会大会(神戸)　2015年3月21日～23日

尾仲達史、吉田匡秀、高柳友紀：条件恐怖ストレスの神経内分泌反応における内側
扁桃体の働き. 第92回日本生理学会大会（神戸）2015年3月21日～23日

Onaka T, Yoshida M, Takayanagi Y：Lesions of vasopressin neurons by use of vasopressin-
DTR transgenic rats. Satellite meeting of ICN 2014 in Sydney“Recent and Future Trends in 
Neuroendocrinology-from Asia and Oceania to Global-” Sydney, August 16, 2014

高柳友紀、尾仲達史：社会的記憶の制御におけるセクレチンーオキシトシンシステ
ムの役割. 第91回日本生理学会大会（鹿児島）2014年3月16日～18日



Ｃ41

Ｃ42

Ｃ43

Ｃ44

Ｃ45

Ｃ46

Ｃ47

（部門名）臨床薬理学部門

通し番号

Ｄ33

Ｄ34

Ｄ35

Ｄ36

Ｄ37

Ｄ38

Ｄ39

Ｄ40

Ushijima K, Noguchi T, Tsuchiya T, Hayasaka J, Arakawa Y, Mori Y, Fujimura A: Clinical 
trial of chrono-chemotherapy with docetaxel, cisplatin and 5-fluorouracil: influence of dosing-
schedule on chemotherapy-induced toxicities. American Society for Clinical Pharmacology 
and Therapeutics 2016 Annual Meeting, San Diego, USA, March 8-12, 2016

鈴木智理、牛島健太郎、安藤仁、堀口道子、山下親正、藤村昭夫：脂肪組織にお け
る時計遺伝子DBPを介したインスリン抵抗性改善の機序解明．第9 回次世代を
担う若手医療薬科学シンポジウム（千葉）　2015年11月7日～8日

藤村昭夫：時間治療．第21回日本時間生物学会学術大会(福岡)　2014年11月8～9日

Fujiwara Y, Ando H, Horiguchi M, Yamashita C, Fujimura A：第Ｘ因子活性には
日内リズムを認める．第21回日本時間生物学会学術大会(福岡)　2014年11月8～9日

Fujimura A, Ushijima K, Nakashima H, Shiga T, Harada K, Ishikawa S, Ioka T, Ando H: 
Chronotherapeutic approach in valsartan-treated hypertensive patients with non-dipper blood-
pressure rhythm. Joint Meeting of the European Society of Hypertension and International 
Society of Hypertension, Athens, Greece, June 13-16, 2014

安藤　仁、藤村昭夫：マウスでは肝の体内時計が暁現象を規定する．第87回日本内
分泌学会学術総会(福岡)　2014年4月24～26日

安藤　仁、藤村昭夫：体内時計障害と糖尿病．第20回日本時間生物学会学術大会(大
阪)　2013年11月9～10日

牛島健太郎、安藤　仁、藤村昭夫：体内時計と高血圧．第20回日本時間生物学会学
術大会(大阪)　2013年11月9～10日

尾仲達史：ストレス反応と下垂体後葉ホルモン. 第22回日本臨床モニター学会総会
（東京）2011年4月22～23日

Onaka T, Takayanagi Y, Yoshida M: Stress, energy metabolism and social behaviour: Roles 
of Neurohypophysial Hormones. The 9th World Congress on Neurohypophysial Hormones 
(WCNH 2011), Boston, USA, July 27-30, 2011

Katoh A, Fujihara H, Ohbuchi T, Onaka T, Hashimoto T, Kawata M, Suzuki H, and Ueta Y: 
Highly visible expression of an oxytocin-monomeric red fluorescent protein 1 fusion gene in 
the hypothalamus and posterior pituitary of transgenic rats. The 9th World Congress on 
Neurohypophysial Hormones (WCNH 2011), Boston,USA, July 27-30, 2011

Ludwig M, Tobin VA, Hashimoto H, Wacker DW, Bishop VR, Duszkiewicz AJ, Takayanagi 
Y, Langnaese K, Caquineau C, Noack J, Landgraf R, Meddle SL, Leng G, Onaka T, 
Engelmann M: Recognising ‘significant others’ by smell; the role of vasopressin in the 
olfactory system. The 9th World Congress on Neurohypophysial Hormones (WCNH 2011), 
Boston, USA, July 27-30, 2011

Takayanagi Y, Takashima A, Onaka T: Roles of oxytocin in the control of social recognition 
following secretin administration. The 9th World Congress on Neurohypophysial Hormones 
(WCNH 2011), Boston, USA, July 27-30, 2011

Wang Y, Takayanagi Y, Onaka T: Effects of medial amygdala lesions upon social behaviour 
in mice. The 3rd International Conference on Cognitive Neurodynamics (ICCN 2011), 
Hokkaido, Japan, June 9-13, 2011

尾仲達史、高柳友紀：PrRPの抗肥満と抗加齢作用の研究. 第11回日本抗加齢医学会
総会（京都）2011年5月27～29日
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（部門名）機能生化学部門
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Ｆ13
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益子貴史, 坂下英司, 笠嶋克巳, 冨永薫, 松浦徹, 遠藤仁司: 発生段階特異的RNA結
合蛋白質Drb1の細胞内局在と細胞質凝集体形成能の解析 第16回日本RNA学会年会、
愛知県名古屋市、2014年7月23日〜25日

長尾恭光、戸塚義和、堀井拓郎、守谷尚倫、小薬清美、畑田出穂、徳永智也、花園
豊、國田智、今井裕、遠藤仁司：インジェクション法によるMus spretusテトラプロ
イドキメラマウスの作製。第61回日本実験動物学会総会、札幌、平成26年5月15日～
17日

坂下英司, 笠嶋克巳, 遠藤仁司: F1γ の酸性pH誘導による選択的スプライシング調
節 第15回日本RNA学会年会、愛媛県松山市、2013年7月24日〜26日

益子貴史, 坂下英司, 笠嶋克巳, 遠藤仁司: 発生段階特異的 RNA 結合蛋白質 Drb1 
の細胞内局在性の解析 第15回日本RNA学会年会、愛媛県松山市、2013年7月24日〜26
日

笠嶋克巳、冨永薫、遠藤仁司：TFAMによるミトコンドリアゲノム分配機構の解析. 
第86回日本生化学会年会、横浜、2013年9月11-13日

Kasashima K., Sumitani M., and Endo H. Molecular mechanism of TFAM-regulated 
mitochondrial DNA/nucleoid distribution. The 4th International Symposium on Dynamics of 
Mitochondria, Okinawa, Japan, October 28 – November 1, 2013

Ioka Y, Ushijima K, Ioka T, Noguchi T, Jinbu Y, Kusama M, Fujimura A: Chronotherapy 
with docetaxel, cisplatin, and 5-fluorouracil (5-FU) in patients with oral squamous cell 
carcinoma. 11th Congress of the European Association for Clinical Pharmacology and 
Therapeutics, Geneva, Switzerland, August 28-31, 2013

安藤仁、牛島健太郎、藤村昭夫：体内時計におよぼすExendin-4の影響．第56回日本
糖尿病学会年次学術集会(熊本)　2013年5月16日～18日

牛島健太郎、安藤仁、藤村昭夫：循環器系薬物の時間治療．日本薬学会第133年会
(横浜)　2013年3月27～30日

安藤仁、牛島健太郎、藤村昭夫：体内時計におよぼすエキセナチドの影響．第19回
日本時間生物学会学術大会(札幌) 2012年9月15～16日

小林(石川)瑛子、牛島健太郎、詫磨正史、安藤仁、藤村昭夫：HDAC阻害薬のインス
リン抵抗性改善作用における時計遺伝子の関与．第19回日本時間生物学会学術大会
(札幌) 2012年9月15～16日

牛島健太郎、小柳悟、緒方貴洸、松永直哉、大戸茂弘、藤村昭夫：Activating 
transcription factor-4によるマウスセロトニントランスポーター発現リズムの制御．薬
学会第132年会(札幌) 2012年3月28～31日

詫磨正史、牛島健太郎、石川瑛子、安藤仁、藤村昭夫：ダイオキシン類による糖代
謝異常モデルマウスの作成．第55回日本薬学会関東支部大会(船橋) 2011年10月8日

笠嶋克巳、遠藤仁司：ミトコンドリア内におけるTFAM間相互作用に必要なドメイン
の同定. 第87回日本生化学会年会、京都、2014年10月15-18日

Ushijima K, Ando H, Fujimura A: Comparison of effect of raloxifene on the coagulation and 
fibrinolytic systems between morning and evening dosing regimens in post-menopausal 
women with osteoporosis. 11th Congress of the European Association for Clinical 
Pharmacology and Therapeutics, Geneva, Switzerland, August 28-31, 2013



Ｆ19

Ｆ20

Ｆ21

Ｆ22

Ｆ23

Ｆ24

Ｆ25

Ｆ26

Ｆ27

Ｆ28

Ｆ29

（部門名）循環器内科学部門
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G190

G191

G192

G193

苅尾七臣:Late breaking clinical trials / Cohort studies II (A); 不整脈・高血圧

6. Nocturnal hypertension detected by home blood pressure monitoring as a novel independent risk 
predictor of cardiovascular events; the J-HOP study.　The 80th Annual Scientific Meeting of the 
Japanese Circulation Society, Sendai, March 18-20, 2016

Kario K:  “The insight of hypertension management in Asia: our Japanese experience, potential 
pitfalls and the practical solutions” 2016 Hypertension Master Class; optimizing the blood pressure 
control in Asia perception, Taiwan Society of Cardiology, Taiwan, March 5-6, 2016

Kario K: Symposium on preventive medicine and hypertension controversial issues in the 
management of hypertension. “Morning HTN: Is it a true hazard?” 2015 Taiwan Society of 
Cardiology Winter Scientific Meeting; Scientific Sessions, Taiwan, December 11-13th, 2015

苅尾七臣: ランチョンセミナー3; ITを活用した夜間家庭血圧計の開発と臨床応用.
第38回日本高血圧学会総会 (愛媛)、2015年10月9～11日

笠嶋克巳、遠藤仁司：ミトコンドリアシャペロンClpXによるTFAM調節機構の解析　
第12回日本ミトコンドリア学会年会（つくば）2012年12月19-21日

黒岩憲二、中島充博、遠藤仁司、新井孝夫：Thy-1による神経突起伸展およびT細胞
凝集を調節するモノクローナル抗体のエピトープ同定、第35回日本分子生物学会年
会（福岡）2012年12月11日～14日

遠藤仁司、長尾恭光、笠嶋克巳：生殖細胞とミトコンドリア　第30回日本受精着床
学会（大阪）2012年8月30〜31日

Kasashima K, Sumitani M, Endo H: Mitochondrial function of AAA+ protein ClpX as a 
mitochondrial nucleoid factor. The 8th Conference of Asian Society for Mitochondrial 
Research and Medicine and The 11th Conference of Japanese Society of Mitochondrial 
Research and Medicine, Kagoshima, Japan, Aug 31- Sep 4, 2011

Kasashima K, Endo H: Oligomeric formation of human TFAM, a diverse 
regulator of mitochondrial DNA. 第34回日本分子生物学会年会(横浜) 2011年12月
13-16日

中村謙一、太田恵理子、黒岩憲二、遠藤仁司：加齢性難聴モデルマウスを用いた内
耳蝸牛プロテオーム解析。日本プロテオーム学会年会（新潟）2011年7月28-29日

中村謙一、太田恵理子、黒岩憲二、遠藤仁司：内耳蝸牛プロテオーム解析による加
齢性難聴関連タンパク質の同定。日本生化学会年会（京都）2011年9月21-24日

遠藤仁司：ミトコンドリアと健康〜ミトコンドリアのプロテオ−ム研究から〜。第26
回KSS健康フォ−ラム（東京）2011年10月5日

長尾恭光、堀居拓郎、太田恵理子、小薬清美、笠嶋克己、畑田出穂、徳永智也、今
井 裕、國田 智、遠藤仁司：培養時間とマウス精子ミトコンドリアＤＮＡ量の関係　
第60 回日本実験動物学会総会、筑波, 2013年5月15～17日

坂下英司、遠藤仁司：紫外線照射により核内再分配されるSR蛋白質の動態解析　第
85回日本生化学会大会（福岡） 2012年12月14日～16日

笠嶋克巳、遠藤仁司：Human ClpX regulates the distribution of mitochondrial 
DNA through TFAM function. 第35回日本分子生物学会年会（福岡）2012年12月11-
14日
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Kario K: Meet the Experts; Challenges in hypertension. The “morning surge” in blood 
pressure. European Society of Cardiology Congress 2015, London, UK, August 29 – 
September 2, 2015

Hoshide S, Kario K, Yano Y, Haimoto H, Yamagiwa K, Uchiba K, Nagasaka S, Matsui Y, 
Nakamura A, Fukutomi M, Eguchi K, Ishikawa J: Late-breakers: Session 3. Morning 
hypertension is an important risk for stroke in Asian population: from J-HOP study. 25th 
European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, Milan, Italy, June 12-15, 
2015
Hoshide S, Matsui Y, Shibasaki S, Eguchi K, Ishikawa J, Ishikawa S, Kabutoya T, Kario K.: 
Association between abnormal orthostatic blood pressure change and day-to-day blood 
pressure variability. 25th European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, 
Milan, Italy, June 12-15, 2015
Saito I, Kario K, Kushiro T, Teramukai S, Yaginuma M, Mori Y, Okuda Y, Shimada K: 
Posters’ session 31: Blood pressure measurement and variability. Prognostic value of first, 
second and a difference between first and second on-treatment home blood pressure 
measurements. 25th European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, 
Milan, Italy, June 12-15, 2015
Kuwabara M, Hoshide S, Hamasaki H, Kario K: Parallel oral session 6A: Blood pressure 
measurement. Reproducibility of nocturnal blood pressure in sleep apnoea syndrome. 25th 
European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, Milan, Italy, June 12-15, 
2015.
Nishizawa M, Hoshide S, Okawara Y, Shimpo M, Matsuo T, Kario K: Posters’ session 17: 
Blood pressure measurement and variability. Environmental changes affect circadian blood 
pressure variability caused by emotional stress even a few years after the earthquake. Follow-
up of the great east Japan earthquake. 25th European Meeting on Hypertension and 
Cardiovascular Protection, Milan, Italy, June 12-15, 2015.
Kario K: ESH working group on blood pressure monitoring and cardiovascular variability. 
Debated issues in the field of BP monitoring. Debate 1-What is the prognostic relevance of 
morning blood pressure surge? Morning surge has more prognostic value than the dipping 
pattern. 25th European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, Milan, Italy, 
June 12-15, 2015.

Kario K, Konradi A, McManus R: Discussant: Meet the Experts; Challenges in hypertension. 
The “morning surge” in blood pressure – Panel discussion and questions from the audience. 
European Society of Cardiology Congress 2015, London, UK, August 29 – September 2, 2015

苅尾七臣: 日中韓シンポジウム 2. Focusing Recent Evidences; Evidence and Perspective in Home 
BP Monitoring - Development of New IT-based Home BP Monitoring from Morining to Nocturnal 
Hypertension. 第38回日本高血圧学会総会 (愛媛)、2015年10月9～11日

苅尾七臣: シンポジウム17：高血圧治療の最前線; 高血圧の時間医療：日内変動と投薬計画．第

38回日本高血圧学会総会(愛媛)、2015年10月9～11日

苅尾七臣: シンポジウム11：血圧変動異常とその関連病態. 血圧変動異常：最近のTOPICS-循環

器疾患トリガーとしての血圧サージ共振仮説. 第63回日本心臓病学会学術集会 (横浜) 2015年9
月18～20日

Kario K: Plenary Session: “The relationship between circadian BP rhythm and cardiovascular risk 
– Revisit the evidences and update on treatments”. The Annual Scientific Meeting of Taiwan 
Society of Lipids & Atherosclerosis 2015 and The 15th Taipei International Vascular Biology 
Symposium, Taipei, 12-13th September, 2015
Kario K: Hypertension forum, Session 6: Management of morning hypertension in community.
"Management of morning hypertension in Japan". The 17th National conference of Chinese 
Society of Cardiology (CSC) and the 9th Oriental Congress of Cardiology (OCC), Shanghai, 
China, 10-13th September, 2015
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Kario K: Hypertension; Clinical trial design and research technology on hypertension 
“Researchers with diverse BP behaviors”. The 58th Annual Scientific Meeting of the Korean 
Society of Cardiology, Goyang, Korea, November 28-29, 2014.

Oba Y, Kabutoya T, Hoshide S, Eguchi K, Kario K: Oral: Hypertension: Clinical Nondipping 
Pulse Rate was Associated with a High Level of Brain Natriuretic Peptide in Treated 
Hypertensive Patients. American Heart Association Scientific Sessions 2014, Chicago, 
November 15-19, 2014
Kario K, Hoshide S: Poster: Hypertension; Circadian Rhythm. Age-Related Difference in 
Sleep Pressure Lowering Effect Between Angiotensin II Receptor Blocker and Calcium 
Channel Blocker in Asian Hypertensives: ACS-1 Study. American Heart Association 
Scientific Sessions 2014, Chicago, November 15-19, 2014
Niijima S, Nagai M, Hoshide S, Takahashi M, Shimpo M, Kario K: Poster: Hypertension; 
Circadian Rhythm. Long Sleep Duration and Low-Grade Inflammation: New Indicators of 
Arterial Stiffness in the Japanese at High-risk of Cardiovascular Disease. American Heart 
Association Scientific Sessions 2014, Chicago, November 15-19, 2014

苅尾七臣：アフタヌーンセミナー1：高血圧と睡眠；夜間高血圧Up to Date．第4回臨床高血圧

フォーラム（福岡）、2015年5月23～24日

苅尾七臣：ランチョンセミナー5；パーフェクト24時間血圧コントロールUp-to-date －新しい概

念SHATSを考える－．第4回臨床高血圧フォーラム（福岡）、2015年5月23～24日

Kario K: COCONET Satellite Symposium: BP Behaviors Session. Nocturnal hypertension 
and morning surge. The 10th Anniversary of Annual Symposium of the Korean Vascular 
Research Working Group, Seoul, Korea, March 6-7, 2015

Kario K: Presidential lecture: Special lecture: Concept of systemic hemodynamic 
atherothrombotic syndrome (SHATS) and evidence. The 10th Anniversary of Annual 
Symposium of the Korean Vascular Research Working Group, Seoul, Korea, March 6-7, 2015

苅尾七臣：血圧日内変動を考慮した24時間にわたる降圧療法の重要性；パーフェク
ト24時間血圧コントロールへ向けた家庭血圧の重要性．2014年度第5回日本循環器学
会プレスセミナー（東京）、2015年1月16日

Kario K: What’s new of 2015 Taiwan Hypertension Guidelines? “BP variability and Japanese 
hypertension guidelines”. Taiwan Hypertension Society annual meeting, Taiwan, December 
14, 2014.

Kario K: Hypertension expert meeting; “BP circatian rhythm and HTN guideline in Japan”. 
The 58th Annual Scientific Meeting of the Korean Society of Cardiology, Goyang, Korea, 
November 28-29, 2014.

Kario K: Meet the expert (Hypertension); “Blood pressure variability”. The 58th Annual 
Scientific Meeting of the Korean Society of Cardiology, Goyang, Korea, November 28-29, 
2014.

Kario K: Scientific Session 3(Daewoong and Daiichi Sankyo) ; Adherence helps reaching 
target goal“HONEST study in real world hypertension management”. The 58th Annual 
Scientific Meeting of the Korean Society of Cardiology, Goyang, Korea, November 28-29, 
2014.

Kario K: Minisymposium: 24-hr blood pressure management from morning to nocturnal 
hypertension. Research and development of IT-based home BP monitoring from morning to 
nocturnal hypertension. 25th European Meeting on Hypertension and Cardiovascular 
Protection, Milan, Italy, June 12-15, 2015.
Kario K, Saito I, Kushiro T, Teramukai S, Tomono Y, Okuda Y, Shimada K: Late-breakers: 
Session 1. Morning home blood pressure is a strong predictor of coronary artery disease 
events as well as stroke events in hypertensive patients on antihypertensive treatment. The 
HONEST study. 25th European Meeting on Hypertension and Cardiovascular Protection, 
Milan, Italy, June 12-15, 2015.
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苅尾七臣：アフタヌーンセミナー6；パーフェクト24時間血圧コントロール－血圧変動を踏まえ

て．第37回日本高血圧学会総会（横浜）、2014年10月17～19日

苅尾七臣：ワークショップ4；高血圧と時間医学：睡眠、サーカディアンリズム、時
計遺伝子；夜間高血圧Up-to-Date．第37回日本高血圧学会総会（横浜）、2014年10月
17～19日

Kario K: China-Japan-Korea joint symposium: “Home & ambulatory BP”. 2014 Chinese 
Hypertension Meeting, Shanghai, China, September 11-14, 2014

Kario K: Blood pressure measurement: “Isolated home nocturnal hypertension: sleep BP 
measurement in the J-HOP study”. 2014 Chinese Hypertension Meeting, Shanghai, China, 
September 11-14, 2014

苅尾七臣：ランチョンセミナー1；「血圧変動とSHATS」．第35回日本循環制御医学
会総会(福岡）、2014年7月4、5日

Kario K, I. Saito I, Kushiro T, Teramukai S, Ishikawa Y, Mori Y, Kobayashi F, Shimada K: 
Late-Breakers: Session 3. “Home blood pressure and cardiovascular outcomes in patients 
receiving antihypertensive drug therapy: a large-scale prospective observational study in a 
real-world setting”. Joint meeting ESH-ISH, Hypertension Athens 2014, Athens, Greece, June 
13-16, 2014
Kario K, Tamaki Y, Kim H, Gotou H, Zhu M, Zhang J: Parallel Oral Session 6D: New 
therapeutic developments and peripheral vascular disease. “LCZ696, a novel angiotensin 
receptor neprilysin inhibitor: the first trial in patients with severe hypertension”. Joint meeting 
ESH-ISH, Hypertension Athens 2014, Athens, Greece, June 13-16, 2014
Roush G, De La Sierra A, Fagard RH, Salles G, Pierdomenico S, Reboldi G, Verdecchia P, 
Eguchi K, Kario K, Polonia J, Hermida R, Dolan E, Fapohunda J: Parallel Oral Session 5A: 
Blood pressure measurement. “Prognostic impact of a gender –ambulatory blood pressure 
interaction in 10 cohorts of 17,312 patients diagnosed with hypertension. Systematic review 
and meta-analysis”. Joint meeting ESH-ISH, Hypertension Athens 2014, Athens, Greece, June 
13-16, 2014
Kario K: ESH Working Group on Blood pressure monitoring and cardiovascular variability 
Blood pressure monitoring: questions still in need of an answer. “Morning blood pressure 
surge and orthostatic hypertension: different sides of the same coin?”. Joint meeting ESH-
ISH, Hypertension Athens 2014, Athens, Greece, June 13-16, 2014

Nagai M, Niijima S, Hoshide S, Takahashi M, Shimpo M, Kario K: Poster: Hypertension; 
Circadian Rhythm. Long Sleep Duration and B-Type Natriuretic Peptide: Determinants of 
Left Ventricular Mass Index in the Japanese at High-Risk of Cardiovascular Disease. 
American Heart Association Scientific Sessions 2014, Chicago, November 15-19, 2014
Kario K, Rakugi H, Yamaguchi M, Okino N, Gotou H, Zhang J: Poster: Hypertension; 
Circadian Rhythm. LCZ696, an Angiotensin Receptor Neprilysin Inhibitor, Provides Superior 
24-hour Blood Pressure Reduction than Olmesartan in Japanese Patients with Systolic 
Hypertension. American Heart Association Scientific Sessions 2014, Chicago, November 15-
19, 2014

Watanabe H, Kabutoya T, Hoshide S, Eguchi K, Kario K: Poster: Hypertension: Circadian 
Rhythm. Characteristics of Diurnal Change of Pulse Rate in Resistant Hypertension. 
American Heart Association Scientific Sessions 2014, Chicago, November 15-19, 2014

苅尾七臣、齊藤郁夫、久代登志男、手良向聡、近田修一、山之内直樹、島田和幸：
口演＜Late-Breaking Clinical Trials＞Real-worldにおける降圧治療下の家庭血圧と心血

管系イベントの関連の検討：大規模前向き観察研究HONEST study．第37回日本高血
圧学会総会（横浜）、2014年10月17～19日

苅尾七臣：ランチョンセミナー15；プレ口演ABPMの最新治療方針（ガイドライ
ン）．第37回日本高血圧学会総会（横浜）、2014年10月17～19日
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Ishikawa J, Ishikawa S, Kario K: Posters: Prolonged QTc interval predicts future stroke events 
in subjects without electrocardiogram left ventricular hypertrophy. American society of 
hypertension 2014 annual scientific meeting and exposition, New york, USA, May 16-20, 
2014

Kario K, Gotou H, Zhang Y, Zappe D, Zhang J: Posters: Blood pressure-lowering efficacy of 
LCZ696 in non-dipper patients with hypertension. American society of hypertension 2014 
annual scientific meeting and exposition, New york, USA, May 16-20, 2014

Eguchi K, Hoshide S, Nagasaka S, Kario K: Posters: Target home BP in type 2 diabetes could 
be the same as non-diabetes - the J-HOP study. American society of hypertension 2014 annual 
scientific meeting and exposition, New york, USA, May 16-20, 2014

Roush G, Fagard R, Salles G, Pierdomenico S, Reboldi G, Verdecchia P, Eguchi K, Kario K, 
Polonia J, Sierra A, Hermida R, Dolan E, Zamalloa H: Posters: Prognostic impact of clinic, 
daytime, and nighttime systolic blood pressure in 9 cohorts of 13,843 patients with 
hypertension: Systematic review and meta-analysis. American society of hypertension 2014 
annual scientific meeting and exposition, New york, USA, May 16-20, 2014

Kario K: Sessions: Blood Pressure Monitoring on the Go. Now you don't see it, then you do 
(masked hypertension) American society of hypertension 2014 annual scientific meeting and 
exposition, New york, USA, May 16-20, 2014

Palatini P, Reboldi G, Beilin L, Eguchi K, Imai Y, Kario K, Ohkubo T, Pierdomenico S, 
Schwartz J, Wing L, Verdecchia P: Parallel Oral Session 1D: Blood Pressure Measurement. 
“Predictive capacity of ambulatory versus clinic blood pressure in the obese and non-obese 
participants of the ABP-International study”.Joint meeting ESH-ISH, Hypertension Athens 
2014, Athens, Greece, June 13-16, 2014
Palatini P, Reboldi G, Beilin L, Eguchi K, Imai Y, Kario K, Ohkubo T, Pierdomenico S, 
Schwartz J, Wing L, Verdecchia P: Parallel Oral Session 1D: Blood Pressure Measurement. 
“Predictive capacity of ambulatory versus clinic blood pressure in the obese and non-obese 
participants of the ABP-International study”.
Roush G, Fagard RH, Salles G, Pierdomenico S, Reboldi G, Verdecchia P, Eguchi K, Kario 
K, Polonia J, De la Sierra A, Hermida R: Parallel Oral Session 1D: Blood Pressure 
Measurement. Joint meeting ESH-ISH, Hypertension Athens 2014, Athens, Greece, June 13-
16, 2014. “Prognostic impact of clinic, daytime, and nighttime systolic blood pressure in 9 
cohorts of 13,844 patients with hypertension: systematic review and meta-analysis”.
Kario K: Session III: Artery (the Association for Research into Arterial Structure and 
Physiology in Europe). “Arterial aging in hypertension” “What is the “SHATS” – Vicious 
cycle of blood pressure variability and vascular disease on organ damage”. The Pulse of Asia 
2014, Athens, Greece, June 12-13, 2014

苅尾七臣：フィーチャリングセッション2：血圧変動と臓器障害（血管障害）；心血管リスクを加

速するSHATS　－夜間高血圧を中心に．第14回臨床血圧脈波研究会（東京）、2014年6月7
日

Kario K: Session 6: What’s the SHATS (Systemic Hemodynamic Atherothrombotic 
Syndrome) ?  – Clinical implication of blood pressure variability -　The 8th Oriental Congress 
of Cardiology, Hypertension Forum, Shanghai, China, May 30-31, 2014

Kario K: Session 1: The essentials of the new guideline of Japanese Society of Hypertension 
(JSH2014) – Let’s make “Asian Guideline” together The 8th Oriental Congress of Cardiology, 
Hypertension Forum, Shanghai, China, May 30-31, 2014

苅尾七臣：アフタヌーンセミナー1：AS-1　高血圧の心血管リスクを加速するSHATS．第3回

臨床高血圧フォーラム（広島）、2014年5月24～25日

苅尾七臣：ランチョンセミナー2：LS-2　血圧変動性を考慮した高血圧治療Up To Date．第3
回臨床高血圧フォーラム（広島）、2014年5月24～25日
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Kario K: Plenary Session 9: 24 hour blood pressure monitoring and fixed combination 
treatment. “Development of web-based home sleep blood pressure monitoring for combination 
therapy in Asia”. The 5th International conference on fixed combination in the treatment of 
hypertension, dyslipidemia and diabetes mellitus, Bangkok, Thailand, November 21-24, 2013
Kario K: Plenary Session 6: Asian perspectives for management of hypertension. 
“Combination for perfect 24-hr blood pressure control: Asian perspectives”. The 5th 
International conference on fixed combination in the treatment of hypertension, dyslipidemia 
and diabetes mellitus, Bangkok, Thailand, November 21-24, 2013
Hoshide S, Kario K, Eguchi K, Ishikawa J, Yano Y, Fukutomi M, Nagai M: Poster Session : 
Hypertension: Clinical－Gender, kidney, sleep, the elderly and blood pressure. Association of 
morning and evening blood pressure at home with target organ damage in the J-HOP study. 
American Heart Association, Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013
Nagai M, Hoshide S, Shimpo M, Kario K: Poster Session : Hypertension: Clinical – Gender, 
kidney, sleep, the elderly and blood pressure “Sleep duration, kidney function, and their 
effects on silent cerebral injury in the elderly hypertensives”. American Heart Association, 
Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013

Kario K, Haimoto H, Yamagiwa K, Uchiba K, Nagasaka S, Yano Y, Eguchi K, Matsui Y, 
Shimizu M, Ishikawa J, Ishikawa S, Hoshide S; J-HOP study group. Oral Session: 
Hypertension: Clinical - Novel classification, assessment and treatment of essential 
hypertension “Sleep blood pressure self-measured at home as independent determinant of 
target organ damage: the Japan Morning Surge Home Blood Pressure (J-HOP) study”. 
American Heart Association, Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013

Shimpo M, Kuwabara M, Hoshide S, Nagai M, Kario K: Poster Session : Hypertension: 
Clinical - Drug treatment, measurement and blood pressure “Effects of nighttime single-dose 
administration of vasodilating vs. sympatholytic antihypertensives on sleep blood pressure in 
hypertensives with sleep apnea syndrome –a crossover study-”. American Heart Association, 
Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013
Hoshide S, Yano Y, Fukutomi M, Nagai M, Ishikawa J, Eguchi K, Shimpo M, Kario K: Poster 
Session : Demographic and physiological RFs “Addition of home blood pressure measurement 
and biomarkers for the detection of concentric hypertrophy”. American Heart Association, 
Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013
Nagai M, Hoshide S, Nishikawa M, Shimpo M, Kario K: Poster Session: Hypertension: 
Clinical - Blood vessels, aldosterone and blood pressure “Visit-to-visit blood pressure 
variability and progression of carotid artery remodeling: A 4-year follow up study”. American 
Heart Association, Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013
Komori T, Eguchi K, Kabutoya T, Ishikawa J, Hoshide S, Kario K: Poster Session : 
Hypertension: Clinical - Heart, oxygen and blood pressure “Left ventricular diastolic function 
evaluated by the E/e’ ratio is impaired in patients with masked uncontrolled hypertension”. 
American Heart Association, Scientific Sessions 2013, Dallas, Texas, November 16-20, 2013

Kario K: Blood pressure variability and morning surge in blood pressure. -The concept of 
systemic haemodynamic atherothrombotic syndrome (SHATS) - Taiwan society of cardiology 
2014 annual meeting, Taiwan, May 14-17, 2014

Kario K: Luncheon Seminar 4. Asian perspective on 24-hr blood pressure control on 
cardiovascular disease
The 18th International Vascular Biology Meeting, Kyoto, April 14-17, 2014

苅尾七臣：Poster Session (English)；Hypertension (Clinical) 2: Effects of L/N-type calcium 
channel blocker on the new concept of morning surge in hypertensive patients: results from 
the ACHIEVE-ONE．第78回日本循環器学会学術集会（東京）、2014年3月21～23日

Kario K: Chair: Plenary Session 4: Metabolism. The 5th International conference on fixed 
combination in the treatment of hypertension, dyslipidemia and diabetes mellitus, Bangkok, 
Thailand, November 21-24, 2013



G263

G264

G265

G266

G267

G268

G269

G270

G271

G272

G273

G274

G275

G276

G277

Kario K: Riser Pattern of Nocturnal Blood Pressure may explain Risk of Blunted Mornign 
Surge in Medicated Hypertensives. 23rd  Europe Society of Hypertension, Milan , June 14-17, 
2013

Palatini P, Reboldi G, Beilin L, Eguchi K, Imai Y, Kario K, Ohkubo T, Pierdomenico S, 
Saladini S, Schwartz J, Wing L, Verdecchia P. Parallel Oral Session 3C, Blood Pressure 
Variability; “Night-time but not daytime blood pressure variability is a predictor of events in 
the ABP-international study”. 23rd European Meeting on Hypertension & Cardiovascular 
Protection (ESH), Milan, June 14-17, 2013
Kario K, Hoshide S, Shimizu M, Yano Y, Eguchi K, Ishikawa J: Parallel Oral Session 9A, 
Blood Pressure Measurement. Clinical implication obtained from within-visit Blood Pressure 
Variability is to capture “true” Blood Pressure. 23rd  Europe Society of Hypertension, Milan, 
June 14-17, 2013

Kario K: Breakfast Workshop, Visit-to-visit Blood Pressure Variability: Methodology and 
Clinical Relevance. ‘How should we manage visit-to-visit blood pressure variability in 
practice? ’23rd  Europe Society of Hypertension, Milan , June 14-17, 2013

苅尾七臣：フォーカスセッション：時間の流れの中の高血圧治療；時間の流れの中
の高血圧治療．第2回臨床高血圧フォーラム（東京）、2013年5月24～25日

苅尾七臣：シンポジウムⅠ；「高血圧の先制医療」高血圧の先制医療は血圧変動性
から．第2回臨床高血圧フォーラム(東京)、2013年5月24～25日

Kario K: Meet the Expert II: How do you accept recent hypertension guidelines of NOT-
yours? Perspectives for Asian guideline of management of hypertension”. 2013 Fall Scientific 
Meeting of the Korean Society of Hypertension, Gwang-ju, Korea, November 1-2, 2013

Kario K: Luncheon symposium IV: Conquering the hypertension and beyond. “A move 
towards more predictable BP behaviors; home BP & central BP.” 2013 Fall Scientific Meeting 
of the Korean Society of Hypertension, Gwang-ju, Korea, November 1-2, 2013

Kario K: China-Japan-Korea Joint Symposium: Diverse BP behavior; implications and 
prospects. “Blood pressure variability as the promising biomarker of cardiovascular disease”. 
2013 Fall Scientific Meeting of the Korean Society of Hypertension, Gwang-ju, Korea, 
November 1-2, 2013

苅尾七臣：アフタヌーンセミナー2 ；パーフェクト24時間血圧コントロールUp-To-Date ～
ACHIEVE-ONEの最新成績と交感神経revised～．第36回日本高血圧学会総会（大阪）、平

成25年10月24～26日

苅尾七臣：モーニングセミナー2 ；治療抵抗性早朝高血圧：病態と治療．第36回日本高血圧

学会総会（大阪）、平成25年10月24～26日

Kario K: Satellite Symposium: Exploring new directions in the treatment of systolic 
hypertension: modulation of the natriuretic peptide system and the RAAS. “Clinical 
implication of 24-hr blood pressure control and pulse pressure reduction in management of 
hypertension”. European Society of Cardiology Congress 2013, Amsterdam, Netherlands, 
Augst 31 – September 4, 2013

苅尾七臣：Luncheon Seminar 1；Renal Denervation and Development of New Device for 
Perfect 24-hr Blood Pressure Control.26. the 35th IEEE Engineering in Medicine and Biology 
Society (大阪) 2013年7月3～7日

苅尾七臣：教育セッション2：心血管リスクとしての睡眠時無呼吸症候群の病態と治療．第114
回日本循環器学会　九州地方会（福岡）、2013年6月29日

Omboni S, Mancia G, Stergiou GS, de la Sierra A, Aristizabal D, Dolan E, Head G, Kahan T,  
Kantola I, Kario K, Kawecka-Jaszcz K, Malan L, Narkiewicz K, Ohkubo T,Siègelovà J, Silva 
E, Zhang Y, Parati G, On behalf of ARTEMIS Investigators: Parallel Oral Session 5A, Blood 
Pressure Measurement Determinants of dipping status in 14,143 hypertensive subjects from 
five continents: data from the ARTEMIS international registry. 23rd European Meeting on 
Hypertension & Cardiovascular Protection (ESH), Milan, June 14-17, 2013
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苅尾七臣：ランチョンセミナー25．心血管イベントリスクとしての血圧変動
（Variability）と降圧の“質”．第55回日本糖尿病学会年次学術集会(横浜) 2012
年5月18日

苅尾七臣：モーニングレクチャ16．心血管イベントと厳密な血圧コントロール
日本人の心血管イベント抑制へのパーフェクト24時間血圧管理．第76回日本循環器
学会学術集会(福岡) 2012年3月16～18日

苅尾七臣：ランチョンセミナー11．『新しい高血圧治療の幕開け』－血圧変動に立
ち向かうためのパーフェクト24時間血圧コントロールとは－．第76回日本循環器学
会学術集会(福岡) 2012年3月16～18日

苅尾七臣：Meet the Expert：睡眠と生活習慣病．第45回日本成人病学会(東京) 
2012年1月14～15日

苅尾七臣：ランチョンセミナー1．サーカディアンリズムと循環器疾患．第157回日
本胸部外科学会関東甲信越地方会(東京) 2011年11月12日

Kario K: Poster: Associations between Awake and Asleep Home Blood Pressure and 
Biomarkers in the Baseline Data of the Japan Morning Surge-Home Blood Pressure (J-HOP) 
Vascular Study. American Heart Association 2012, Los Angeles, November 4-8, 2012

苅尾七臣：特別講演；高齢者高血圧のパーフェクト24時間血圧管理．第23回日本老
年医学会東北地方会(秋田)、2012年10月13日

Kario K: Invited Oral Presentation. Scientific Scession 28. Optimal BP: Impact of perfect 24-
hr blood pressure controlling sleep and morning blood pressure in Hypertension. International 
society of Hypertension 2012, Sydney, September 28-October 4, 2012

Kario K: Poster; Ambulatory morning surge - a new concept of morning surge in hypertensive 
patients: results from the achieve-one study. International society of Hypertension 2012, 
Sydney, September 28-October 4, 2012

苅尾七臣：ポスター；Efficacy of LCZ696 on Office and Ambulatory Pulse 
Pressure: A Randomized, Double-blind, Placebo-controlled Study in Asian 
Hypertensive Patients.　第35回日本高血圧学会学術総会(名古屋) 2012年9月20～
22日

苅尾七臣：パネルディスカッション；CBは早朝投与、RA系・交感神経抑制薬は就寝
時投与が望ましい．第35回日本高血圧学会学術総会(名古屋) 2012年9月20～22日

苅尾七臣：ランチョンセミナー；ハイリスク高血圧患者におけるARB合剤の使い分け
パーフェクト24時間血圧コントロールに向けて．第35回日本高血圧学会学術総会 
(名古屋) 2012年9月20～22日

苅尾七臣：ランチョンセミナー1；血圧変動に立ち向かうパーフェクト24時間血圧コ
ントロール．第112回日本循環器学会九州地方会(沖縄) 2012年6月30日

苅尾七臣：スポンサードシンポジウム1；メラトニン受容体アゴニストでわかったこ
と～ラメルテオンの最新の知見～　「心血管疾患とサーカディアンリズム」．日本
睡眠学会第37回定期学術集会(横浜) 2012年6月28～29日

Kario K: Hypertension forum: Perfect 24-hr blood pressure control for Hypertension in Asia-
In the Era of renal denervation. The 7th Oriental Congress of Cardiology (OCC2013), 
Shanghai, May 23-26, 2013

苅尾七臣：ランチョンセミナー；パーフェクト24時間血圧コントロール　ACHIVE-
ONEの最新成績と交感神経Up-to-Date．第77回日本循環器学会学術集会(横浜) 2013
年3月15～17日

苅尾七臣：共催セミナー；循環器疾患におけるSAS診療の重要性　高血圧と睡眠時無
呼吸～自治医科大学高血圧研究up-to-date～．第77回日本循環器学会学術集会(横
浜) 2013年3月15～17日
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Kario K: ABPM in Special Populations; The elderly Isolated systolic hypertension;baroreflex 
failure; siesta dip; sleep peculiarties; recommendations. 21st European Meeting on 
Hypertension and Cardiovascular Prevention(ESH) Milan, June17-20, 2011

Kario K: Consensus Conference on Ambulatory Blood Pressure Measurement. 21st European 
Meeting on Hypertension and Cardiovascular Prevention(ESH) Milan,June17-20, 2011

Kario K: Satellite symposium; Importance of effective intervention on morning surge; up-
todate clinical evidence. (Diabetes:RAS Blockade in the Real World: Clinical Lessons From 
Recent Trials). The 1st Asia Pacific Congress on Controversies to Consensus in Diabetes, 
Obesity and Hypertension
(CODHy), Shanghai, June 2-5, 2011

苅尾七臣：特別講演：「パーフェクト24時間血圧管理」．岩国市医師会学術講演会
(山口)2011年5月19日

苅尾七臣：モーニングセミナー5．高血圧と睡眠時無呼吸．第34回日本高血圧学会総
会(宇都宮) 2011年10月20～22日

苅尾七臣：ランチョンセミナー7．夜間血圧コントロールへの新たなアプローチ．
第34回日本高血圧学会総会(宇都宮) 2011年10月20～22日

Kario K: World Sleep Sponsered Symposium：Current update on the strategy for diagnosis 
and treatment of chronic insomnia. Importance of sleep to suppress cardiovascular events after 
the great East Japan Earthquake. World Sleep 2011, Kyoto, Oct. 16-20, 2011

苅尾七臣：シンポジウム4．睡眠時無呼吸症候群と心血管リスク　睡眠時無呼吸症候
群と高血圧．第59回日本心臓病学会学術集会(神戸) 2011年9月23～25日

苅尾七臣：ランチョンセミナー．血圧変動性とモーニングサージ－高血圧管理の新
たな視点－．第32回日本肥満学会(淡路) 2011年9月23～24日

苅尾七臣：Luncheon Seminar 31．心血管イベントリスクとしての血圧変動
（Variability）と降圧の“質”．第75回日本循環器学会(横浜) 2011年8月3～4日

苅尾七臣：Breakfast Seminar 2．睡眠時無呼吸症候群の高血圧－その特徴とパー
フェクト24時間血圧管理－．第75回日本循環器学会(横浜) 2011年8月3～4日

苅尾七臣：ランチョンセミナー．脳卒中と血圧日内変動－DRIへの期待－．第36回日
本脳卒中学会総会(京都) 2011年7月30日

Kario K: Scientific Session:Morning surge in blood pressure-Evidence and Perspectives. ESH 
Working Group on Blood Pressure Monitoring. 21st European Meeting on Hypertension and 
Cardiovascular Prevention(ESH) Milan, June17-20, 2011

Kario K. Teatime Symposium, New strategy for controlling nocturnal hypertension. World 
Hypertension League Regional Congress 2011, Beijing, November 3-6, 2011

Kario K: Symposium 13, Blood Pressure Measurement;  Morning Surge in blood pressure – 
evidence and perspectives updated 2011. World Hypertension League Regional Congress 
Beijing, November 3-6, 2011

苅尾七臣：高血圧Up-to Date 2：脳・心・腎各臓器の保護を目指した治療戦略
ハイリスク高血圧患者の脳・心・腎保護を目指した“パーフェクト24時間高血圧診
療”．第34回日本高血圧学会総会(宇都宮) 2011年10月20～22日

苅尾七臣：ランチョンセミナー21．早朝高血圧からパーフェクトな24時間の血圧管
理へ - ACHIEVE-ONEの最新成績とその臨床的意義の考察 -．第34回日本高血圧学会
総会(宇都宮) 2011年10月20～22日
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山形崇倫、松本歩、永田浩一：自閉性障害の多様な遺伝学的病態とシナプス関連病
因遺伝子の解析. 第55回日本小児神経学会学術集会（大分）2013年5月29日～6月1日

Kojima K, Yamagata T, Saito M, Matsumoto A, Jimbo EF, Momoi MY：Secretin receptor 
and the associated molecular processes relevant to autism spectrum　disorder． American 
Society of Human Genetics, 62nd annual meeting, San Franscisco,November 6-10, 2012

Matsumoto A, Yamagata T, Nozaki Y, Jimbo EF, Momoi MY.: Interstitial Deletion 12(q21.2-
q21.33) in a Boy with Facial Dysmorphism and Mental Retardation. American Society of 
Human Genetics, 62nd Annual Meeting, San Francisco, November 6-10, 2012

宮内彰彦、山形崇倫、長嶋雅子、門田行史、福田冬季子、森雅人、杉江秀夫、桃井
真里子：小児神経疾患に合併した不眠症におけるラメルテオンの効果と安全性. 第
54回日本小児神経学会学術集会（札幌）2012年5月17日～19日

牧口暁子：当院での摂食障害クリニカルパスの有効性と今後の課題．第56回日本児
童青年精神医学会総会（横浜）2015年9月30日

星野美幸、佐藤美紀子、阿部隆明：児童思春期の摂食障害に対する短期入院による
心理教育パス. 全国児童青年精神科医療施設協議会第43回研修会（大阪）2013年2月
7日

佐藤美紀子、阿部隆明：非定型神経性無食欲症と診断された食道アカラシアの一
例．第53回日本児童青年精神医学会総会（東京）2012年11月2日

松本歩, 稲熊裕,楊志亮,中野祐子,中山一大,坂本沙織,神保恵理子,杉田憲一,岩本禎
彦,永田浩一,山形崇倫: TIMELESS mutation in a patient with ASD and circadian 
rhythm disorder. 第57回日本小児神経学会学術集会（大阪）2015年5月27日～5月30
日

山形崇倫, 門田 行史: シンポジウムー変貌する自閉症スペクトラム障害の医療　病
態に立脚した診断から治療へー自閉症スペクトラム障害の評価：統一した評価法の
必要性. 第56回日本小児神経学会学術集会（浜松）2014年5月29日～5月31日

松本歩, 楊志亮, 小島華林, 中山一大, 神保恵理子, 岩本禎彦, 永田浩一, 山形崇
倫: 自閉障害患者における時計関連遺伝子の変異解析. 第56回日本小児神経学会学
術集会（浜松）2014年5月29日～5月31日

楊志亮, 小島華林, 神保恵理子, 山形崇倫, 桃井隆, 桃井真里子: 自閉性障害原因
遺伝子CADM1に結合する足場タンパクMUPP1の遺伝子変異解析. 第56回日本小児神経
学会学術集会（浜松）2014年5月29日～5月31日
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